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Abstract Six letters sent from M. A. Fenton to C. Ishikawa in the 1880s are preserved in the 
University Museum of Tokyo, and now shown for the first time. As Ishikawa later became a 
Professor of Zoology in the University of Tokyo, the letters contain many biological and entomo- 
logical topics of historical interest. These letters reveal new facts about the early period of modern 
Japanese lepidopterology. A letter written in the summer of 1884 demonstrates a hitherto unknown 
contribution of Fenton to the identification of a Luehdorfia butterfly, which was newly discovered 
in the mainland of Japan by Y. Nawa in April, 1883. A tentative 127 species catalogue of Japanese 
butterflies compiled at that time is restored from the letter and related references. Serial numbers 
from the list were used in the letter to designate the butterfly species, for the convenience of mutual 
communication. 
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LEADS 


Montague Arthur Fenton (1850-1937) は 明治 初期 の 日 本 に 6 年 以上 滞在 し , 昆虫 相 解 明 に 大 きく 頁 献 し 
た 英国 人 だ が , これ まで 日 本 で の 採集 旅行 の 記録 (江崎 , 19550) 以外 , ほとん ど 何 も 知ら れ て いな か っ 
た . 近年 , 旅行 に 同行 し た 田中 稼 愛 橘 の 日 記 発 掘 を 端緒 と し て , 国内 で の 正確 な 足跡 が 確認 され , HETR 
集 地 点 が 見 直さ れ た (松田, 1999; 中 村 , 2002). 2003 年 夏 , 栃木 県 氏家 町 の ミュ ー ジ アム 氏家 [ 現 ・ さ くら 
市 ミュ ー ジ アム 一 荒井 寛 方 記念 館 ] は Fenton が 同 地 で 発見 し た シル ビア シジミ に 因む 企画 展 を 開い 
た だ (ミュ ー ジ アム 氏家 , 2003). これ を 契機 に Fenton が 田中 舘 に 送っ た 多数 の 手紙 が 公開 され (松浦 ほ 
か , 2005), 手紙 を 手がかり に Fenton の 生涯 の 大 筋 が 明らか に な っ た (松田 ・ 中 村 , 2005). 


日 本 動物 学会 の 保存 資料 に . も う 一 人 の 同行 者 ・ 石 川 千代 松 に 宛て た 手紙 が あり , 東京 大 学 総合 研究 
博物 館 に 所 蔵 き さき れ て いた . 田中 舘 は 地球 物理 学 を 専攻 し た が , 石川 は 動物 学 専攻 だ っ た . その 為 石川 
に 宛て た 手紙 は 生物 学 ・ 上 昆虫 学 的 内 容 が 豊富 で , 昆虫 採集 家 と し て の Fenton の 人 物 像 を よく 現し て い 
る . 今回 の 報告 は Fenton が 石川 に 宛て た 手紙 を 紹介 し , 昆虫 ・ 生 物 に 関わ る 部 分 を 和訳 し た . さら に 手紙 
の 内 容 か ら 明 ら か に な る 明治 初期 の 近代 日 本 蝶 研 究 に 関す る 二 つ の 事項 , BO 3TAS LO 7,7 a7 
同定 へ の Fenton の 関与 * 並び に 当時 Fenton が 作成 し た と 考え られ る 初期 の 「 AAA IOs, 
を 老 察 し た . 









































2. 石川 千代 松 の 略 歴 及び Fenton と の 関係 





石川 千代 松 (1861-1935) (Fig. 1) は 東京 に 生ま れ 静 岡 で 育っ た が , 父 と 東京 に 戻り , 1874 年 外国 語学 校 
に 入学 し た . 東京 大 学 予備 門 (教養 課程 ) を 経て 1882 年 理学 部 動物 学科 を 卒業 し た . 1889 年 , 3 年 10 ヶ 
月 の ドイ ツ 留 学 を 終え 帰国 し , 翌年 8 月 東京 大 学 ・ 農 科大 学 教授 と な っ た . 外 国語 学校 の 時 期 か ら 














* ギ フチ ョ ウ に 関す る 考察 は 日 本 鱗 凌 学会 32 回 大 会 で 報告 し た (2005 年 , 藤沢 : B210) 











NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


318 中 村 和 去 





Fig. 1. Chiyomatsu Ishikawa. [Oct, 1934] from The complete works of C. Ishikawa, vol. 1. (石川 
千代 松 [HEAT 9 FF 10 月 ] 石川 千代 松 全集 1 所 載 ). 





Fenton に 師事 し, 指導 を 受け た . 彼 が 「 後 年 動物 学 を 専攻 し , 本 邦 学界 に 重き を な し た こと は Fenton の 影 
BAK 7273 | (江崎 , 19542) と され る . 


蝶 を 主題 と し た 近代 昆虫 学 は Fenton, Pryer, Leech Ò ら に よっ て 主 に 英国 か ら 日 本 へ 導入 され , 石川 は そ 
れ を 先駆 的 に 受容 し た . 自身 は 後に 動物 発生 学 , 生 態 学 分 野 を 専攻 し, 多数 の 著作 執筆 , 進化 論 の 普及 , 
実践 的 な 漁業 指導 な ど を 務め た が , 学会 出席 中 に 台湾 で 客死 し た . 妻 ・ 上 貢 子 は 明治 期 の 学者 に し て 官 
僚 ・ 笑 作 麟 祥 の 長女 , 師 ・ 笑 作 佳 吉 は 麟 祥 の 従兄 弟 に 当たる . 石川 の 多彩 な 生涯 に 関し て は , 名 和 昆虫 
研究 所 編集 部 (1911), 追悼 记念 号 (谷津 は か , 1935), 追悼 集 (佐々 木 ほか , 1935), 全集 (宮嶋 ( 編 ), 1936), 
伝記 (町田, 1941), 人 物 評 伝 上野, 1946) な ど 多 く の 記 述 が あり , 参考 と し た . 


Fenton は 1874 (明治 7) 年 1 月 か ら 「 お 雇い 外国 人 ] と し て 東京 開成 学校 の 英語 教師 を 務め , 温厚 ・ 誠 実 
な 人 柄 で 人 望 が 厚かっ た . その 生徒 に 田中 舘 ・ 石 川 が いた . 英語 研修 を 兼ね , 彼ら を 通訳 及び 採集 補助 役 
に 伴い , 日 本 国内 の 昆虫 採集 旅行 を 行っ た . 田中 舘 は 1875-1877 年 の 関東 甲信 越 , 東北 旅行 , 石川 は 
1877-1879 年 の 東北 , 北海 道 旅行 に 同行 し た (松田 , 1999). Fenton は 1880 年 春 英 国 へ 戻っ た が , 帰国 後 
も 二 人 と の 交信 を 続け て 情報 交換 を 行い , 彼ら が 欧州 を 訪ね た 時 に 会 っ て 旧 交 を 温め た . 視 学 官 を 務め 


























Table 1. Resume of 7 letters to Ishikawa by M. A. Fenton (Coll. Univ. Mus. Tokyo, except No. 3). 
(石川 千代 松 あ て Fenton 手紙 7 通 (東京 大 学 総合 研究 博物 館 蔵 . No. 3 を 除く )) 











No. Date Day Points of dispatch. 発信 地 Paragraph lines. 行 数 
1 1878.6. 8 Sat 東京 三 ( 御 ? 国 通 り ! 22 
2 1880.7.18 Sun. Doncaster 51+8 
[3]? 1883.10.18 Thu. Cambridge ? 
4 1883.11.20 Mon.  12.Sussex St. Cambridge 59 
5 1884. 7. O Wed. Worthing College” 14043 
6 1885.3. 8 Sun. 36 Bateman St. Cambridge” 136 
7 1888. 628 Thu. 122 Siclair Rd, W.Kensington 4842 


D Newly recorded dispatch adress (新た に 判明 し た 発信 地 ). 
? Letter quoted partially by Esaki (1955a, b), missing at present (江崎 が 部 分 引用 ). 
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Fig. 2. Drawing of spider (a part of letter No. 4). (Coll. University Museum, University of Tokyo). 
(クモ の 図 (手紙 4 の 一 部 ). (所 蔵 : 東京 大 学 総合 研究 博物 館 ). 
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Fig. 3. Drawing of land planarian (a part of letter No. 4). (Coll. University Museum, University of 
Tokyo). (陸生 プラ ナリ ア の 図 (手紙 4 の 一 部 ). (所 蔵 : 東京 大 学 総合 研究 博物 館 )). 
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Fig. 4. Identification notice of Luehdorfia. (a part of letter No. 5). (Coll. University Museum, 
University of Tokyo). (ギフ チョ ウ の 同定 回 答 (手紙 $ の 一 部 ). (所 蔵 : 東京 大 学 総合 研 
究 博 物 館 )). 
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Fig. 5 Designation of requested butterfly species by scientific names or numbers. (a part of letter 
No.2) (Coll.Univ. Museum, Univ. of Tokyo). (入手 希望 の 蝶 を 学名 また は 番号 で 指定 
(手紙 2 の 一 部 ). (所 蔵 : 東京 大 学 総合 研究 博物 館 )). 
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Fig. 6. Nick name of A. Tanakadate (a part of letter No. 4). (Coll. University Museum, University 
of Tokyo). (EH FF iR OO EEr (手紙 4 の 一 部 ). (Prim: 東京 大 学 総合 研究 博物 館 ))、 


た が , 第 一 次 世界 大 戦後 に 娘 の 住む 米国 に 渡り , 867C California に 没 し た (松田 :中 村 , 2005). 生涯 
直接 中文 を 執筆 する こ と な く , 試料 の 葛 集 ・ 仲 介 に 徹し た アマ チュ ア 昆 虫 家 だ っ た . 





3. 石川 宛 の 手紙 


今 知ら れる 石川 宛 の 手紙 は 7 通 あ り , 内 6 通 が 東京 大 学 に 所 蔵 さ れる (Table 1). 他 に 出所 が 同一 と 見 

られ る 158, 即ち 江崎 (1955a, b) が 一 部 を 紹介 し た 手紙 3 が ある . これ は [上 蝶 の 同定 に つい て の 詳し い 通 

信 ]」 だ っ た が , ジョ ウザ ン シ ジ ミ に 関す る 採集 記録 部 分 が 引用 され た (江崎 , 1955a). 今回 の 手紙 群 と 

共に 管理 され て いた も の を 江崎 が 所 持 し た と 思わ れる が , 現在 九州 大 学 に 所 蔵 さ れず , 所 在 不明 で ある . 

手紙 3 は 再現 可能 な 部 分 を 記録 した. 手紙 ? の 冒頭 と 末尾 部 分 は 石川 (1931) も 紹介 し た . 手紙 1, 5, 6 
発信 地 [住居 と は 限ら な い ] は 前 報 (松浦 ほか , 2005) に 含ま れ な い 新 住所 だ っ た . 


手紙 1 は 在 日 中 に 書か れ , 採集 に 行く 装備 を 打ち 合わ せ て いる . 年 1 回 の 大 旅行 の 他 に , 彼ら が 小金 野 
(= 千葉 県 松戸 市 小金 原 ) な ど へ 小 規模 な 採集 旅行 を 再三 行っ た 事実 は 文部 省 記 録 な ど に 残る (松田 , 
1999; 岡野 , 2001). 手紙 2-7 は 全て 1880 年 代 に 英国 か ら 発 信 さ れ た . 手紙 4 は 田中 館 宛 の 手紙 15 (松浦 
は ほか, 2005) に 同封 され , 手紙 7 は ドイ ツ 留 学 中 の 石川 が Fenton へ 送っ た ハガキ に 対す る 返事 と し て 
書か れ た . 
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Fig. 7. Parts of the diary written by Y. 





六 六 六 七 t t 

月 〇 月 〇 月 ae : HO HOBO Nawa, June and July 1883 and typed 
TAH EH EHR : 十 本 田 十 本 十 本 letters, showing the period of trip to 
二 有 日 三 后 四 后 五 不 : XH 子 大 日 七 日 Tokyo. (Coll. Nawa Entomological 
H s: H e H As H 入 : H あの A A H S Laboratory. (名 和 靖 日 記 明治 16 
B iMm ・ 晴 京 丸 晴 六 晴 ヲ 年 6, 7 月 部 分 と 活字 文 [上 京 時 期 
TA : テニ 時 雷 経 を 示す ].( 所 蔵 : 名 和 昆虫 研究 所 ). 
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Fig. 8. Oldest Luehdorfia japonica specimens exhibited at Nawa Insect Museum, Gifu [collected in 
1893]. (Coll. Nawa Insect Museum). (名 和 昆 虫 博物 館 展示 の 最 古 の ギフ チョ ウ [明治 
26 年 採取 ]. (所 蔵 : 名 和 昆虫 博物 馆 )). 
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Estimated routes of Luehdorfia specimen and information 
ギフ チョ ツウ 発見 時 の 試料 と 同定 情報 の 経路 
1883.Spring 1883.Autumn? 
Y.Nawa sep C Ishikawa ===  M.A Fenton 
名 和 靖 石川 千代 松 Thais ? i 
British Museum 
Report on L.puziloi [ A.G.Butler] 
1889 ft 1884 ? 1884Jul9 — & 
Descrp. of — Y.Nawa -mm Ç Ishikawa em M.A.Fenton 
L. japonica 名 和 靖 石川 千代 松 Luehdorfia 
1889 67 § 9 1886 Autumn? puziloi 
H.Leech 4m» H.Pryer 
190128 1888 4 BER 
BMNH H.Loomis <> burned down 
1896.Feb. 











し 


Fig. 9. Flow chart of specimen and information at the period of Luehdorfia discovery in Japan. 


(ギフ チョ ウ 発 見 時 の 標本 と 情報 流れ 図 ). 
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CLASS INSECTA. 


ORDER LEPIDOPTERA. 


SECTION RHOPALOCERA. 


Family Nymphalide. — No 
l. Limenitis Sibilla, Linn. í 


clk, ae S Hokkaido #4 


2. Araschnia fallax, O. Janson. 
3$37— ——7—«. RM. 
3. Araschnia Burejéna, Bremer. : 
A 
38 
4, Apatura substituta, Butl. 
3 f | —— &—. Hokka io 一 一 一 一 


5. SO Nesimachus, Boisduval. 


ob Shimotsuke-——— f, の 














Fig. 10. Beginning part of Catalogue of Lepidoptera: Scientific Mus. Univ. Tokio 1882. (Coll. 
Univerisity of Tokyo) [Letters seen through back side are retouched]. (東京 大 学 理 学部 博 
部 場 1882 f£: MAH H U ZEB. (所 蔵 : 東京 大 学 ) EBD I CHASM EE 
修正 ・ 除 去 し た ]). 
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Events and List compilation 関連 事項 と リス ト 編 集 時 期 















Expedition: 採集 旅行 | | | 
関東 甲信 越 。 | 関東 甲信 越 | 関東 東北 | 北海 道 
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Contribution : 投稿 AnnMagnatHist. | Cist Entomol. 
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Publication :刊行 
1 Butler(1877) Butier(1878) 1 
List compilation: リス ト 編 集 j | 


Year 


1875 
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Fig. 11. Estimation of the compilation period of Fenton catalogue. (フェ ント ン 目 録 作成 時 期 の 
推定 ). 


4. 石川 宛 の 手紙 の 特徴 


田中 舘 宛 の 手紙 が 主 に 時 局 ・ 旅 行 ・ 日 本 に 関す る 思い 出 ・ 感 想 な ど を 話題 と し て 綴 ら れ た の と 異な り , 
石川 宛 の 手紙 は 多く の 部 分 が 生物 試料 授受 の 連絡 , 試料 の 処理 法 , 参考 文献 の 紹介 , な ど 生 物 関係 の 
問題 に 費やさ れ て いる . その 点 田中 舘 宛 の 手紙 と は 異な る , 次 の よう な 二 人 の 関係 を 示し て いる . 


(1) 師弟 と し て の 対応 


舘 は 自分 より 少し 年 長 (6 歳 ) で , 専攻 も 異な る Fenton と は 終生 「 友 人 | MEV MOL LCR 
Pa 一 方 石川 に と っ て Fenton は 11 歳 年 長 で ある 上 , 英語 教育 及び 同じ 生物 学 分 野 の 専門 家 で あ 
り , 終始 「 指 導 者 : 生徒 | の 関係 だ っ た . 自分 の 離 日 当時 , 未だ 大 学 2 年生 (19 歳 ) だ っ た 青年 ・ 石 川 の 印 
帰国 後 も Fenton は 書き 綴っ た と 考え られ る . 手 紙 4 に ある 陸生 プラ ナリ ア の 固定 ・ 切 片 作成 法 に 
つい て の 懇切 な 指導 に その 典型 を 見 る . 


Table 1 に 纏め た よう に 事務 連絡 的 な 手紙 1 を 除く と 多く は 長文 で ある . 特に 手紙 2 は 総長 宛 の 手紙 に 
同封 し た 小 紙片 だ が , 表裏 に 小さ な 字 が ビッ シリ と 並ぶ . 


(2) 生物 試料 の 授受 


Fenton か ら 見 て 生物 学 分 野 に 進ん だ 石川 は いわ ば 「 同 業者 ] で あっ た . 手紙 3 に 推測 され る Butterfly 
hunter と 言う 表現 は Fenton- 石 川 の 間 に 存 在 し た , 蝶 採 集 と 斉 う 共通 の 趣味 を 抱く 同好 者 間 の 親近 感 
を 示す . 


帰国 後 の Fenton に と っ て , 石川 は 入手 困難 な 日 本 の 試料 を , 心 易く 依頼 で きる 絶好 の 窓口 で あっ た . 
その 対象 は 昆虫 の みな ら ず , 植物 の 種子 , クモ (Fig. 2), コウ ガイ ビル Fig. 3), サン ショ ウ ウ オ に 及ぶ . 
Fenton が 広く 自然 物 に 興味 を 持つ 博物 学 的 関心 を 持っ て いた の は 英国 社会 で の 素養 だ っ た の だ ろう . 
一 方 で は 石川 が 送る 昆虫 の 価格 , 経費 の か か ら な い 輸 送 法 な ど , 極め て 実利 的 な 文言 が 認め られ , 
Fenton が アマ チュ ア 昆 虫 家 で あっ た と 同時 に , 手広く 標本 授受 の 仲介 を 行う 事業 家 的 な 側面 を 持っ た 
こと が 想像 で きる . 


し か も 総長 宛 の 手紙 に 同封 し た 手紙 2 に 蝶 注 文 の 記述 が あっ て (Fig. 5, 取引 が 決し て 内 密 で な く 公 
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Table 2. Restored catalogue of Japanese butterflies, presumed to be compiled by Fenton in 1876-'77. ( 再 構 
成 した 日 本 蝶 類 目録 (876-'77 年 フェ ント ン 作 成 と 推定 ) 


Fam. Papilionidae 
1 Papilio Hippocrates, Feld. 
2 Papilio Xuthus, Linn. 
3 Papilio Demetrius, Cramer. 
4 Papilio Dehaani, Felder 
5 Papilio Alcinous, Klug. 
6 Papilio Macilentus, O. Janson. 
8 Papilio Sarpedon, Linn. 
(Fam. Pieridae) 
12 Gonepteryx Rhamni, Linn. 
13 Colias Shimoda, Del’ Orza. 
14 Colias paloeno, Linn. 
16 Aporia crataegi, Linn.* 
17 Synchloé crucivora, Boisduval. 
18 Pieris Melete. Men. 
20 Anthocharis Scolymus, Butl. 
21 Leucophasia Amurensis, Men. 
23 Terias mandarina, Del’ Orza 
24 Terias Hecabe (?) 
25 Terias Betheseba, O. Janson. 
26 Terias Jaegeri, Men. 
(Fam. Heliconidae) 
27 Danais Tytia, Gray. 
Fam. Satyridae 
28 Lethe Sicelis, Hew. 
29 Lethe Diana, Butl. 
31 Mycalesis Perdiccas, Hew. 
32 Neope Goschkevitschii, Men. 
33 Neope callipteris, Butl. 
34 Neope Fentoni, Butl. 
35 Hipparchia bipunctata, Motsch. 
36 Hipparchia Schrenkii, Men. 
37 Ypthima Argus, Butl. 
38 Coenonympha annulifer, Butl. 
39 Pararge achinoides, Butl. 
4] Satyrus Deidamia, Eversman. 
42 Erebia Niphonica, O. Janson. 
Fam. Nymphalidae 
45 Limenitis Sibilla, Linn. 
46 Araschnia Burejana, Bremer. 
47 Araschnia fallax, O. Janson. 
49 Apatura substituta, Butl. 
50 Dichorragia Nesimachus, Boisduval. 
51 Euripus Japonica, Feld. 
52 Euripus Charondas, Hew 
54 Neptis intermedia, W.B. Pryer 
55 Neptis Ludmilla, Herr. Schaffer. 
56 Neptis Pryeri, Butl. 
57 Neptis Alwina, Bremer. 
58 Neptis excellens Butler. 
59 Vanessa hamigera, Butl. 
60 Vanessa Fentoni, Butl. 


*: Erroneously listed species. See text. 





キア ゲハ 
TPIT A 
クロ アゲ ハ 
カラ ス ア ゲハ 
ジャ コウ アゲ ハ 
オナ ガ ア ゲハ 
アオ スジ アゲ ハ 


スジ ボソ ヤマ キチ ョ ウ 
モン キチ ョ ウ 

ミヤ マモ ン キ チョ ウ 
エゾ シロ チョ ウ * 
モン シロ チョ ウ 
スジ グロ シロ チョ ウ 
ツマ キチ ナチ ョ ウ 

ヒメ シロ チョ ウ 
キチ ョ ウ 

キチ ョ ウ 
ツマ グロ キチ ョ ウ 
ツマ グロ キチ ョ ウ 


アサ ギ マ ダ ラ 


ヒ カ ゲ チョ ウ 
クロ ヒ カ ゲ 
コジ ャ ノ メ 

サト キマ ダラ ヒビ カゲ 
ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
キマ ダラ モドキ 
ジャ ノ メ チ ョ ウ 
オオ ヒ カ ゲ 

ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 
ヒメ ヒ カ ゲ 

ウラ ジャ ノ メ 

ッ マ ジロ ウラ ジャ ノ メ 
ベニ ヒ カ ゲ 


イチ モン ジ チ ョ ウ 
サカ ハチ チョ ウ 
サカ ハチ チョ ウ 
コム ラサ キ 

ベベ ん ペナ カシ 
ゴマ ダラ チョ ウ 
オオ ムラ サキ 
d SR 

フタ スジ チョ ウ 
ホン ミス ジ 
オオ ミス ジ 
ミス ジ チ ョ ウ 
eem テッ ノバ 
シー タテ ハ 


Restored from Zool. Coll. Catal. Lep. (1882). 
Six synonymic pairs. 23=24, 25=26, 46=47, 59=60, 61=62 and 102=103. 
Lacked number species were not stored in the Museum or omitted after compilation. 


Vanessa angelica, Cramer. 
Vanessa Pryeri, O.Janson. 
Vanessa Io, Linn. 
Vanessa Antiopa, Linn. 
Vanessa Xanthomelas, W. V. 
Vanessa V. album, W.Victor. 
Vanessa sp. 
Vanessa Glauconia, Motschulsky 
Pyrameis cardui, Linn. 
Pyrameis Indica, Herbst. 
Libythea Lepida, Moore. 
73 Argynnis pallescens, Butl. 
74 Argynnis Paphia, Linn. 
76 Argynnis Sagana,Doubl, Hew. 
77 Argynnis Japonica, Menetries. 
78 Argynnis Lysippe, O.Janson 
79 Argynnis Rabdia, Butl. 
80 Argynnis Fortuna, O.Janson. 
81 Argynnis Nerippe, Felder. 
83 Melitaea scotosia Butler 
84 Melitaea niphona Butler 
Fam. Lycaenidae 
85 Anops sp. 
86 Amblypodia Japonica, Murray. 
89 Thecla lutea, Hewitson. 
90 Thecla Saepestriata, Hew. 
9] Thecla Jonasi, O. Janson. 
93 Thecla Japonica, Murray. 
95 Thecla Mera, O. Janson. 
98 Thecla orientalis, Murray. 
99 Chrysophanus phloeas, Linn. 
101 Lycaena Pryeri, Murray. 
102 Lycaena Japonica, Murray. 
103 Lycaena Argia, Menetries. 
104 Lycaena Argus, Linn. 
105 Lycaena Kazamoto, Druce. 
106 Lycaena Boetica, Linn. 
108 Niphonada dispar. [sic] 
109 Lycaena Hellotia, Men. 
110 Miletus Hamada, Druce. 
Fam. Hesperiidae 
111 Daimio Tethys, Men. 
112 Ismene Japonica, Murray. 
113 Pamphila sylvanus, var. Esper 
114 Jsoteinon lamprospilus, Feld. 
115 Pamphila varia, Murray. 
116 Pamphila pellucida, Murray. 
117 Cyclopides ornatus, Brem. 
119 Pamphila leonina, Butl. 
120 Pamphila ochracea, Brem. 
125 Pamphila Jansonis, Butl. 
127 Nisoniadas Montanus, Brem. 


70 
71 
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キタ テハ 
キタ テハ 
クジ ャ クチ ョ ウ 
キ ベ リタ テハ 
ヒ オ ド シ チ ョ ウ 
エル タテ ハ 


ルリ タテ ハ 

ヒメ アカ タテ ハ 

アカ タテ ハ 

テン グチ ョ ワウ 

ウラ ギン ヒョウ モン 
ミド リヒ ビョウ モン 

メス グロ ヒョウ モン 
ウラ ギン スジ ヒョウ モン 
オオ ウラ ギン スジ ヒョウ モン 
ヒョウ モン ナチ ナチ ョ ウ 

ギン ボ シ ヒ ョ ウェ モン 
オオ ウラ ギン ヒョウ モン 
ヒョウ モン モドキ 

コ ヒ ョ ウ モ ン モ ドキ 


ウラ ギン シジミ 
ムラ サキ シジミ 
アカ シジミ 

ウラ ナミ アカ シジミ 
ム モ ン ア カシ ジミ 
ミド リ シ ジ ミ 

ミヤ マカ ラス シジミ 


> > 3 


ウラ ゴマ ダラ シジミ 
ヤマ トシ ジミ 
ヤマ トド シジミ 

アサ マシ ジミ 

ゴマ シジミ 

ウラ ナミ シジミ 

タク タロ シジミ 

ツバ メシ ジミ 

イジ シシ ジュ 


ダイ ミ ョ ウ セ セリ 
Jem EE] 

コキ マダ ラ セ セ リ 
ホソ バ セ セ リ 
コチ ャ バネ セセリ 
オオ チャ バネ セセリ 
ギン イチ モン ジ セ セリ 
スジ グロ チャ バネ セセリ 
ヒメ キマ ダラ セセリ 
ミヤ マチ ャ バネ セセリ 
ミヤ マセ セリ 
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然 と 行わ れ た と 判る . 交信 の 際 , 二 者 間 で 種 指定 に 用 いた | 日 本 
蝶 類 目録 | に 関し て は 6 項 で 吟味 する . 


石川 は 自分 で 判定 で き な い 試料 を 得 た 時 は 帰国 し た Fenton を 
頼り に し て いた . 石川 が 種 名 同定 の た め 試 料 を 英国 へ 送付 し , 
Fenton が 回 答 を 与え る 関係 に あっ た . 手紙 5 に 見 られ る 当時 新 
発見 の ギフ チョ ウ 同 定 に 関す る 経緯 は $ 項 で 取り 上 げ る . 


(3) 研究 者 と し て の 石川 の 成長 


Fenton が 帰国 (1880 年 ) し た 後 , 石 川 は シオ マネ キ の 眼 
(Ishikawa, 1883), ヌマエビ の 発生 [卒業 論文 ] shikawa, 1885), A 
ッ ポ ン の 発生 (Mitsukuri and Ishikawa, 1886) を 次 々 と 外国 雑誌 
に 発表 し た . これ ら は 東京 大 学 で の 指導 教官 Whitman, C. O. 
(1842-1910) が 与え た テー マ で あり , また Whiuman の 後 を 継い 
だ 箕作 佳 吉 (1858-1909) の 関心 分 野 で も あっ た (上野, 1988). 


手紙 6 (1885 Æ) T Fenton は 石川 に . スッポン の 発生 を 研究 し て 
も 新しい 結果 は 期待 出来 な いと 積極 的 な 評価 を せ ず , それで も 
カメ の 発生 に 関す る Agassiz, Parker ら の 文献 (1857, 1879 な ど ) 
を 紹介 し た . 石川 ら は 発表 論文 (1886 年 ) の 中 で 「Agassiz ら の 
時 代 を 超え た 近代 手法 を 腔 発生 研究 に 適用 する 絶好 の 材料 と 
L.C, 商業 的 管理 下 に あっ て 分 単位 の 精度 で 産卵 時 期 が 明瞭 な 
スッ ポン を 選ぶ ] と し , 年 度 の 進ん だ 文献 (1883, 1884 な ど ) を 
参照 し た . 論文 の 共著 者 で 石川 の 師 で あっ た 箕作 は , 既に 欧米 
留学 で 豊富 な 研究 実績 を 持ち , 比較 発生 学 の 分 野 に 精通 し て い 
た (REF, 1988). アマ チュ ア 動 物 学 者 Fenton の 域 を 超え た 専門 
家 ・ 笑 作 の 指導 に より , 石川 は 先ず 動物 学 分 野 で Fenton か ら の 
独立 を 果 し た . 


石川 は 大 学卒 業 後 , 同 大 ・ 準 助教 授 と な り , ドイ ツ に 留学 し て 学 
問 的 修練 を 積み , 日 本 で の 立場 も 確立 し た . 留学 を 終え て 帰国 
後に 博士 号 を 取得 し , 821890 年 29 歳 で 東京 大 学 ・ 農 科大 学 教授 
と な っ た . 


手紙 7 (1888 年 ) に ある よう に , 石川 は 初め て の ドイ ツ 留 学 中 に 
Fenton 訪問 を 予定 し た . 20 年 後 の 1908-9 年 , 石川 は 一 年 以上 持 
け て ロシア か ら 欧 州 ・ 米 国 を 旅行 し た . 旅行 先 か ら 病 表 の 妻 に 
送っ た 連日 の 手紙 が 日 記 と し て 残る (石川 , 1936). ドイ ツ で は 留 
学 時 の 恩師 Weismann, A. (1834-1914) を 訪ね 再会 し た . 英国 に 
も 渡っ た が Fenpton に 会 お うと し た 形跡 は な い . 田 中舘 は その 後 
も Fenton に 会 っ た と 思わ れる . 石川 宛 の 手紙 が ( 遣 さ れ た 範囲 
で だ が ) 1880 年 代 に 限ら れる の は 「 独 立 ] と 関連 する と 思え る . 

















5. ギフ チョ ウ 発 見 時 と enton の 関与 


5-1 ギフ チョ ウ の 発見 と 扱い 


名 和 靖 は 1883 4E 4 H 24 日 岐阜 県 祖師 野村 で 2-3 対 の 交尾 中 の 
ギフ チョ ウ を 捕え た . 名 和 は 東京 大 学 理学 部 準 助教 授 で あっ た 
石川 に 指導 を 仰ぎ [eod LN Rm 7 DF NIK Y 
リタ シ | の 答え を 得 た (名 和 , 1889c) この 応答 は 面談 に 依ら ず , 
次 の 上 京 に 先立つ 書簡 交換 と 見 られ る . 


同年 6 月 25 日 名 和 は 東京 に 入り ,7 月 15 日 まで 滞在 し た (名和 
1883, Fig. 7). この 上 京 は 重要 だ が , 正確 な 日 程 が 記録 され た こ 
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Table 3. Species number in Japanese butterfly catalogues recorded by various authors. (各種 の 日 本 蝶 類 目 
録 と 集録 種 数 ). 


Family/ Motschulsky de Orza Murray _ Fenton Butler Elwes Pryer Leech Miyajima 
Year 1861 1866 1869 1874 1876 1876? 18815 1881 1883 1886-9 1887 1892-4 1900 
Papilionidae 5 7 10 9 14 11 14 14 11 11 12 13 13 
Pieridae 10 12 14 8 24 15 17 17 11 12 11 12 11 
Danaidae 1 1 0 0 2 1 1 2 1 1 1 1 1 
Satyridae 10 10 8 6 22 17 17 21 18 18 17 17 17 
Nymphalidae 13 16 31 13 49 40 31 42 38 39 37 41 42 
Lycaenidae 1 9 10 14 30 26 22 21 34 36 32 40 39 











Hesperiidae 1 2 2 8 12 17 16 22 17 20 20 23 22 
Total 46 57 75 58 | 153 127 118 139 130 137 130 147 145 


Libytheidae is included in Nymphalidae. 
Species recorded exclusively from Ryukyu are not counted in the table. 


と は な い . 石川 側 の 簡単 な 記録 も ある (石川 , 1930). 東京 潜在 中 に 名 和 は 関係 者 と 会 っ た が , その 原 記録 
に は 当たれ ず , 詳細 は 不明 で ある .「 履 歴 」 (名 和 , 1890) に は 箕作 ・ 石 川 ・ 練 木 喜 三 等 の 名 と と も に Pryer 
の 名 が ある が , 同じ 上 京 時 な の か 定か で な い . 


や が て 石川 は 名 和 だ が 提供 し た 未 記録 種 を 当時 の 知識 で Thais 属 と 判断 し た と 思わ れる . 当時 石川 が 参 
照 し 得 た 図譜 は 不明 だ が , 「 奇 品 ] の 段階 か ら 進 ん だ 判断 と な っ た . 石川 は 自分 の 判断 を 添え た 試料 を 英 
EA Fenton に 送り , 試料 の 到着 は 手紙 4 の 発信 日 (1883. 11. 26) 以降 だ っ た と 思わ れる (Fig. 9). 




















5-2 Fenton の 同定 結果 
石川 か ら の 到着 試料 に 対す る 返事 (手紙 5) で . ギ フチ ョ ウゥ に 関す る 主旨 は 次 の 通り で ある (Fig. 4). 
BID FM CEA 23 Thais と 言っ た も の は Luehdorfia (L. puziloi) と 私 は 思う . 


| 前 の 手紙 ] と あっ て , この 間 石 川 か ら 少な く と も 2 回 の 発信 が あっ た と 見 られ る . Fenton の 回 答 は 
1884 年 当時 の 正確 な 情報 で , Thais puziloi は 1872 年 に Erschoff が 記載 し , 1878 年 Crager 新 設 の 
7zego77g 属 に 移さ れ て いた (この間 の 事情 は 渡辺 (1996) に 詳し い ). 


Fenton の 返事 は , 名 和 の 採集 か ら 1 年 3 ヶ月 後 の 発 信 で ある . 当時 名 和 - 石 川間 , 石川 -Fenton HORS, 
試料 照合 , 文献 参照 な ど は 各々 月 単位 の 時 間 を 要 し た だ ろう .1883 年 春 採集 の 試料 に 対す る 英国 か ら 
の 回 答 と し て 止む を 得 な い 時 点 だ っ た . 翌 1884 年 春 に ギフ チョ ウ は 採集 され な か っ た か ら UI, 
1889c), 1883 年 春の 試料 に 対す る 回 答 で ある . 


手紙 5 に は Fenton が 送付 され た 新 試 料 に 特別 驚い た 様子 は 狂 え な い . 日 本 滞在 中 多く の 新種 発見 に 関 
わっ た Fenton に と っ て , 疑問 符 付 き な が ら Elwes (1881) 23, また 前 年 Pryer (1883) も 北海 道 か ら , 分 布 を 
$k C 7: BEATAE (L. puziloi) の 新 分 布地 発見 と 言う 認識 だ っ た と 思わ れる . 


この 手紙 で Fenton は 交尾 坦 に 人 触れ て いる . Elwes (1881) は Oberthür (1880) を 引用 し て [L. puziloi では] 
Parnassius 雌 類似 の 交尾 旨 が 「 交 尾 す る まで 多分 形成 され な い ] と し た . Oberthür (1880) の 推定 は 
| 若い 雌 は [交尾 糧 を ] 欠く |」 こと に 基づく . これ に 対 し, Fenton は キチ ン 質 構造 が 羽化 後 , 別に 新しく 出 
来る こと を 信じ が た いと 考え て いた よう だ . 石川 に ウス パ バシ ロ チ ョ ウ で の 追試 を 勧め , 当時 の Fenton の 
AC Ke SEV Bid 2 EE ZR LK. BEBE OO EHE Ic ld Leech (1889) も ギフ チョ ウ の 記載 時 に 注目 し て 
いる . 


石川 は Fenton か ら 得 た 返事 を 名 和 に 伝え た だ ろう が , 自身 は 翌 1885 年 12 月 か ら 3 年 11 ヶ月 の 長期 ド 
イツ 留学 に 出 立 し ,Fenton の 回 答 を 自ら 公 に し た 記録 は な い . 


ドイ ツ 留 学 か ら 帰 国 し た 石川 は 発刊 間 も な い 動物 学 雑誌 に 日 本 産 蝶 着 の 解説 (石川 , 1891) を 連載 し 
た . 精巧 な 石版 画 [石川 13, 4 歳 の 作品 と いう (朝比奈 , 1986)] を 添え た 本 格 的 な 図録 で , 宮嶋 幹 之 助 の 
動物 学 雑誌 連載 (宮嶋 , 1899), 単行 本 (宮嶋 , 1904) で の 図譜 刊行 に 約 10 年 先行 する 画 期 的 な 企画 だ っ 
た . この 解説 は 当時 この 分 野 で 石川 が 果たす 重要 な 役割 を 示す も の で ある .「 本 誌 財政 ノ 許 サリ シ 
7728 | (宮嶋 , 1899), アゲ ハチ ョ ウ 科 か ら 始 め $ 種 を 掲載 し た 時 点 で 中 絶 し , 惜しく も ギフ チョ ウ 記 述 に 
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斑 ら な か っ た . 
5-3 名 和 と Pryer と の 接点 


H. Pryer (1850-1888) は 1871 年 ご ろ 中 国 を 経て 来 日 し た . 在 日 期間 は Fenton と 重複 する が , 研究 法 上 
の 違い も あり 密接 な 関係 に は な か っ た (江崎 , 1954a). 


Pryer は 1873 年 頃 に は 主 に 横浜 周辺 の 上 蝶 試 料 を Murray (1874) に 提供 し た . や が て 自身 で 日 本 産 映 類 
Catalogue 7 fij L (Pryer, 1883), 中 に 織田 信 徳 より 得 た 帳 夷 の . puziloi を 含め た . この 報告 は 図 及 
び 形 態 記 述 を 伴わ ず , 石川 や 名 和 だ が 参照 出来 た と し て も 試料 同定 に 直接 の 助け に は な り 得 な い .1886 年 
に は 日 本 蝶 類 図 諸 (Part 1) を 刊行 L. puziloi を 図示 し た . 産地 に 昌 夷 と 岐阜 を 記し ,「 身 種 で , 未だ 完全 
な 標本 を 見 た こと が な いと し た . 岐阜 の 記録 は 名 和 が 伝え た の だ ろう が , 次 の 二 回 目 の 上 京 と の 前 
後 関係 は 明確 で な い . 


1886 年 名 和 は 先 の 上 京 か ら 3 年 後 , 再度 上 京 し 東京 大 学 に 留学 し た (1886. 11-1887. 4). この 時 期 , 石 
川 は 外国 留学 中 で あり , Pryer の 図譜 (Part 1) は 既に 出版 され て いた . 名 和 は Pryer に 会 い , 痛ん だ 標本 し 
か 持た な い 彼 に 数 頭 の ギフ チョ ウ を 渡し た (名 和 , 1889c). これ ら は 188 年 以降 に 採集 され た も の だ 
ろう . Pryer は 名 和 の 記録 を 喜び , 岐阜 へ の 採集 行 を 約束 し た . 1887 ER, 名 和 は 電報 で Pryer に 発生 を 報 
X^, Pryer は 採集 人 小川 林蔵 を 派遣 し た が 自分 自身 は 岐阜 へ 行け な か っ た . 1887 年 名 和 は ツマ グロ キ 
Fa UHR し , 従来 別種 と きれ た 2 種 が 季節 的 2 型 と Pryer に 知ら せ た (A0, 1889a). Pryer も 同じ 結 
論 を 得 , 図譜 (Part 2: 1888 年 ) に 名 和 の 名 と 事実 を 記録 し , Terias biformis の 名 を 与え た . 


1888 年 2 H 17 日 , Pryer は 図譜 の 完成 を 待た ず 肺 衝 の た め 急 死 し た (名 和 昆 虫 研究 所 編集 部 , 1910). 日 
本 で 見 た シロ チョ ツウ 移 動 を 死 の 僅か 1 ヶ月 前 に 投稿 し た ば か り だ っ た (Pryer, 1888). 


Pryer と 接触 し た 時 点 で , 名 和 は Fenton の 助言 を 含め 確実 に Luehdorfia 属 と 同定 が 可能 (結果 的 に は 近 
似 種 ) だ っ た が , 未だ 適切 な 発表 の 手段 が な か っ た . 東洋 学芸 雑誌 は 刊行 きれ て 居り , 名 和 の 紹介 (著者 
不詳 , 1890) も ある が , 分 布 記録 を 載せ る 雑誌 で は な か っ た . 


5-4 Leech と ギフ チョ ウ の 記載 


J. H. Leech (1862-1900) は 1886 年 4 月 来 日 し た . 翌年 に 報告 し た 日 朝 の 蝶 リ スト Pt. 1 (Leech, 1887) で 
ià L. puziloi の 項 に 「 極 め て 稀 な 種 . WR CHET A AS, 近年 Pryer 氏 は 中 央 日 本 に 新しい 産地 を 発見 し 
た | と 述べ て いる . この 報告 も ご く 一 部 の 種 を 図示 (2 plates, $ 種 ) する の み で , 同定 の 助け に は な ら 
な か っ た . この 時 点 で 未だ ギフ と ヒメ ギフ は 区 別 さ れず , 一 括 し て puziloi と 扱わ れ た . 微妙 な 差 を 
示す 両 種 を 十分 な 試料 に 基づい て 比較 で きる 立場 に ある 人 は 限ら れ て いた . 


Leech は 交尾 坦 の 色彩 ・ 形 態 に 差異 を 認め 、1889 年 2 月 . puziloi & X5) L T Luehdorfia japonica を 記載 
し た (Leech, 1889). 投稿 は 1888 年 度 中 だ ろう . この 論文 で Leech は 「 最 近 自 分 の 所 有 と な っ た 岐阜 産 の 
Pryer HSE DH 2| と 述べ て 居る . 1888 年 2 月 に 死去 し た Pryer の 試料 を 入手 し 比較 ・ 検 討 で きた こと 
73 Leech 記載 の 決め 手 に な っ た と 見 られ る . Pryer の 遺品 は H. Loomis が 購入 し た が 火災 で 和 失わ れ た 
(名 和 昆 虫 研 究 所 編集 部 , 1910). 


5-5 名和 に よる 発表 


動物 学 雑誌 は 1888 年 11 月 創刊 され た . その 1 巻 6 号 (1889 年 4 月 ) に , 名和 は 初め て ギフ テ フ の 簡単 な 
DARRE L. puziloi の 名 で 発表 し た (名和, 1889). 成虫 ・ 幼 虫 な どの 図 (PL 29) を 添え た 報告 は 4 ヶ月 
f& (名 和 , 1889c) で ある . 石川 は 東京 動物 学会 [前 身 の 東京 大 学生 物 学 会 を 含め ] 創立 以来 の 主要 会 員 
で あり , 度々 幹事 を 務め た . 同誌 の 創刊 時 に 石川 は 留学 中 だ っ た が , 名 和 に 動物 学 雑誌 へ の 投稿 を 勧 
め た で あろ うこ と は 想像 に 難く な い . 名 和 の 発表 に 際 し, 直前 に 新種 記載 を し た Leech と の 接触 は 不 
明 で ある . 後に 名 和 は 自ら 刊行 し た 雑誌 「 昆 虫 世界 ] の 創刊 号 に 彩色 図 で ギフ チョ ウ 属 2 種 を 比較 し 
(名 和 , 1897), ここ で 初め て 和 名 ヒメ ギフ テ フ が 用 いら れ た (高野 , 1907). 


5-6 今後 の 問題 


従来 . ギ フチ ョ ウ の 発見 ・ 命 名 史 に 石川 , Pryer, Leech は 登場 する が (名 和 哲 夫 , 1988; 渡辺 , 1996), Fenton 
の 関与 は 知ら れ な か っ た . 発見 当時 , 既に 帰国 し て いた Fenton だ が 石川 を 通じ て 試料 同定 ・ 情 報 に 重 
要 な 役割 を 果たし た こと が 今回 の 手紙 で 明らか に な っ た (Fig. 9). 石川 経由 で 英国 に 渡っ た と 思わ れ 
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る 標本 は 今 確認 で きず , 同定 に 大 英 自然 博物 館 が 関 サ し た か も 明らか で は な い . 


Pryer が 1883-$ 年 の 鱗 超 目 リ スト 出版 前 に 出し た 仮 目録 が Leech の 遺品 に 発見 され , 両者 間 の 交流 の 
証左 と さき れる が (江崎, 1956), Pryer と Leech 間 の 接触 も 実証 は な い . 名 和 の 上 京 時 期 , 名 和 , Pryer, Leech 
間 の 関係 も 諸説 が あり, 再 整理 が 必要 で ある . 


現在 , 名 和 昆 虫 博物 館 に 所 蔵 さ れる 最も 古い ギフ チョ ウ の 標本 は 1893 年 4 月 8 日 [村山 村 ] の も の で 
ある (名 和 哲 夫 氏 私 信 : Fig.8). 同 館 の 古い 収集 試料 は 濃 尾 震 災 (1891 年 ) で 失わ れ (木村, 1981), 日 記 な 
どの 原資 料 も 貸与 に より 失わ れ た (平野 , 1943). 東京 大 学 に は 名 和 に よる と 思わ れる 1889 年 4 月 10 日 
[ギフ ヤマ ] の 標本 が ある (小西 , 1997). 


Leech の 試料 は South (1902) が 記録 し , 大 英 自 然 史 博物 館 に 保存 され る FEM BH, 1979; 渡辺 1996). 
現在 , 大 英 自然 史 博 物 館 に Gifu と 記し た 1Z4* [April, May と あり 年 度 不 謗 ] が あり , 内 121* は 
Janson 経由 で 1887 年 登録 [57.168] で あり ey 氏 私 信 ), 知ら れる 範囲 で は 最も 古い 標本 に な る . 今 
和 后, 石川 の 手紙 な ど 新 た な 試料 ・ 情 報 が 参照 可能 と な れ ば 更 な る 展開 も 期待 で きる . 


























6. 日 本 蝶 類 目録 
6-1 番号 に よる 種 指定 


手紙 2 で Fenton は 英国 の 購入 希望 者 の 希望 に 応じ て , 新た な 日 本 産 蝶 類 の 入手 を 石川 に 伝達 し て いる 
(Fig. 5). ここ で は 蝶 の 種 名 を 学名 , また 未 記載 種 を 番号 で 表示 し た . 石川 と の 間 に は 番号 で 指定 する 
種 に つい て 共通 の 理解 が あり , 通信 の 便宜 を 図っ た こと が 判る . この 事実 は 江崎 (19550) も 指摘 し て 
居り , 手紙 3 に 同様 の 記述 が あっ た と 思わ れる . 


6-2 番号 の 指定 する 種 
番号 の 内 容 , 利用 の 経過 を 知る 上 で 次 の 各 項 が 手がかり と な っ た . 


(1) 先行 論文 : Fenton が Tosengi, Takanawa か ら 送 付 し た 試料 に 基づく 記載 論文 が Butler (1877) で , 日 
本 か ら 9 種 の 新種 ・ 新 分 布 種 が 記録 され る . Fenton の 採集 し た 蝶 は 全て 大 英 自然 史 博 物 館 の Butler を 
通じ て 公表 され た . Butler の 諸 業 績 に 関 し て は 猪 又 (1999) に 詳 しい. この 論文 で は 番号 を 用 いて 居 ら ず , 
論文 で の Fenton の 位置 づけ は 単なる 試料 提供 者 で ある . 


採集 地点 が Tokei (東京 ) か ら 370 miles と あっ て 物議 を 醸す 報告 だ が , 松田 (1999) が 推定 する よう に 
1875 年 旅行 の 全 行 程 に 370 miles) 中 の 採集 品 と 解釈 で き る . 高 輸 東 禅 寺 は Fenton か ら 田 中 舘 へ の 手 
紙 6 (1876 年 10 月 ) で も 発信 地 と な っ て 居 て , 1875 年 夏 に 得 た 試料 の 発送 元 と し て 矛盾 は な い . 東京 
か ら の 試料 送付 は 1876 年 初め 頃 , Butler に よる 投稿 は 1876 ERAL EISA (Fig. 11). 雑誌 の 刊行 は 
1877 年 1 月 だ っ た . 


(2) 初出 論文 : Fenton が Daisaku Yobimon, ee か ら 送 付 し た 試料 に 基づく 記載 論文 が Butler (1878) 
T, Fenton 関連 で 2 番目 の 論文 で ある . 試料 と 共に 送ら れ た 手紙 の 一 部 が 本 文 で 引用 され る な ど , 
の 位置 づけ は 前 報 に 比べ 確実 に 高まっ て いる M 記載 種 の 命名 権 は 前 報 と 同じ く 全 て 著者 Butler に 
FA. 


論文 で 初め て 19 種 に 番号 が 付い た . し か し , 番号 に 関す る 説明 は 何 も な い . 新た に 記載 され た 4 
a rikuchina だ け は 番号 が な い . 地名 の 記録 が 少な く , 1876 年 旅行 の 採集 品 
が 中 心 だ が , P. rikuchina な ど 一 部 は 1877 年 旅行 の も の を 含む と 見 られ る . 


Fenton は 試料 に 一 連 の 種 番号 を 施し て Butler に 送っ た が , Butler は 自分 の 意見 [3) 項 参 照 ] で 科 名 順 
を 改め た の で , 論文 中 の 種 番号 の 順序 は 乱れ た . 試料 送付 は 1877 年 初頭 , 投稿 が 1878 年 初頭 と 推測 す 
る (Fig. 11). 雑誌 刊行 は 1878 年 6 月 30 日 . 


(3) 後続 論文 : Fenton 提供 の 日 本 産 試料 を 扱う 第 3 報告 が Butler (1881a) で , Fenton の 手紙 (1878. Nov. 9) 
を 転載 し て (2) 論文 中 の 10 種 に 関す る Fenton の 追加 説明 を 紹介 し た . この 追加 説明 で 2) と 同じ 種 番 
ぢ が 再 録 され る が , 番号 の 説明 は 何 も な い . 


この 論文 の 著者 は Butler だ が , 標題 ・ 著 者 名 の 後に with which are incorporated Note and Descriptions of 
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new species by Montague Fenton と いう 変わ っ た 列記 が ある . そ し て 論文 著者 で は な い Fenton を 一 部 記 
載 種 の 命名 者 と 明記 し た . 6 歳 年 少 の Fenton が 示す 特異 な 収集 及び 識別 能力 を Butler が 尊重 する に 至 
り , Meee + ROU WU Le. Fenton が 命名 者 と な っ た の は この 論文 だ け で ある . 


論文 に 「 標 本 の 一 部 は 1878 年 に 受け 取っ て いた が Fenton A noe に ある 全て を 見 られ な か っ た の で 発 
表 が 遅れ た . 今 全て が 揃っ た | と いう Butler ON BDH A. 手紙 2 [1880. 7. 18] の 伝え る 上 覧 集 物 の 英国 到 
着 が 原稿 作成 の 条件 に な っ た 可能 性 を 有 笑わ せる . Fenton が 帰国 (1880 年 4 月 離 日 ) し て 後 , Butler と 会 っ 
て 論文 作成 を 行い 得 た 論文 で , 原稿 受領 日 1881 年 9 月 8 日 , 実質 的 な 刊行 は 1882 年 4 月 と 考証 され る 
(38 X, 1999). 


論文 に は Fenton が 「 北海 道 旅行 で 得 た 試料 ] と し て 74 種 の リス ト が ある が , シル ビア シジミ , ウラ クロ 
シジミ な ど 本 州 産 の 種 も 含む .17 種 が 記載 され る が , 新た な 種 番号 の 追加 は な い . Butler は Fenton が 作 
成 し た リス ト の 科 名 順 を 旧式 の Doubleday & Hewitson 方式 [Genera of diurnal Lepidoptera (1846-1852) 
を 指す と 思わ れる ] と 批判 し, 科 名 順 を 2 と 同じ [タテ ハ ( 含 ジ ャ ノ メ )・ シ ジミ ( 含 テ ング )・ ア ゲハ 
( 含 シ ロ )・ セ セリ の 順 ] に 改め 掲載 し た . 











(4) 東大 博物 場 目録 : Univ. Tokio (1882) の [MWA AYO] は 1879 年 開設 され た 東京 大 学 理学 部 
博物 場 の 標本 目録 ・ 全 7 東 中 の 1 冊 で ある (磯野 氏 私 信 ). 表紙 に 「M. A. Fenton に よる 分 類 (Classified 
according to M. A. Fenton)| £d 2 12 p OTNFT-C, 9E 101 種 が 掲載 され る . 東京 大 学 に 保存 され た 蝶 部 分 
冊子 の コピ ー を 磯野 直 秀 氏 の ご 厚意 で 入手 で きた . 


そこ に は 各 蝶 の 左右 欄外 に 肉筆 で 記入 が ある (Fig. 10). 左側 の 記入 は 一 連 の 4 桁 数 字 で , 目録 全体 の 
掲載 種 を 通じ た 番号 で ある (磯野 , 2007). 右側 の 記入 は Original No. と 表示 が ある 1-3 桁 の 数 字 で , その 
由来 は 謎 で あっ た . 今回 この DERE-ELA CE] の 対応 が 上 述 2) 論文 に 現れ た 19 種 で の 番号 対応 と 
“一 致 ツ "する こと を 見 出し た (一 部 の 変更 * を 除く ). な お , CORK MWA AY u Z oU (2, 3) 
と 同様 ,. タ テハ か ら 始 まっ て いる . 


(5) Pryer 報告 : Pryer (1883) は 日 本 産 媒 カタ ログ で 130 種 に 一 連 の 番号 を 付け た . 科 名 順 [アゲ ハ ・ シ 
ロ ・ シ ジミ ・‥…] は Doubleday & Hewitson 方 式 で あり , [ 種 名 と 番号 ] の 対応 は (4) に 近似 する が 一 致 は し な 
V3, 





6-3 Fenton-list と その 利用 
6-2 の 各 項 を 基 に , 次 の カタ ログ が 存在 し た こと 推測 し た . 


(1) Fenton は 来 日 [1873 年 夏 と 考え る 未 発表 の 根拠 が ある ] し て 日 本 滝 在 中 に , 当時 迄 の 知見 に 基づい 
7 HA E MER EI S 略称: Fenton-list] を 作成 し , 各種 に 一 連 の 番号 を 施し た . 


(2) 東大 ・ 鱗 次 目 カ タロ グ の 右側 欄外 の 記入 は この 番号 を 移 記し た も の で , [Original No.] と は Fenton 
作成 の 原本 [Original=Fenton-list] の 番号 を 意味 する と 見 て 間違い な い . 


(3) 東大 ・ 鱗 直 目 カタ ログ 所 載 の 番号 を 基 に Fenton-hist を 再 構成 し た (Table 2). 作成 当初 と 考え られ る 
原型 を 再現 する た め (追加 種 と 思わ れる ) 枝 番号 付 の 種 を 省略 した. Butler (1878) CRA: WH X y u 
グ の 間 に 学 名 の 相違 が ある 種 [Table 2 * 脚注 ] は 前 者 の 表示 を 用 いた . 科 名 は 東大 ・ 鱗 次 目 カ タロ グ に 
より 示し , 和 名 は 参考 の た め 併 記し た . 


(4) 再現 し た Fenton-list の 種 数 は 127 種 , 科 名 順 は アゲ ハ ・ シ ロ ・ マ ダラ ・ ジ ャ ノ メ ・ タ テハ ・ シ ジミ ・ セ セ 
リ で ある . 本 州 平地 ・ 低 山地 に 普遍 的 な 種 を 網 維 し た 堅実 な 内 容 で , 山地 性 種 は 少な い (CD) 項 参照 ] 因 
AZ Fenton は 1875-76 年 に 関東 ・ 甲 信越 , 1877 年 に 関東 ・ 東 北 , 1878-79 年 に 北海 道 を 採集 旅行 し た ( 松 
田 , 1999). 


(5) 一 連 の 連続 番号 を 与え た 後に 新た な 種 が 加わ っ た 場合 , 近似 種 に 枝 文 字 (例え ば 4a, 65a, 104b な 
ど ) を 付け て 収容 し た と 考え られ る . 既に Butler (1878) で $ 種 が , 東大 ・ 鱗 次 目 カ タロ グ の 段階 で 8 種 
が 枝 番 号 と な っ て いる . 











* 属 名 变更 1, 种 小 名 变更 3, 校 番号 欠落 2. 
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(6) 原本 作成 の 時 期 を 老 察 する た め , 関連 事項 を 推定 ・ 図 示し た (Fig. 11). 番号 初出 の 論文 が Butler 
(1878) で ある 事 か ら 少 な く と も 1878 年 以前 だ が , 在 日 の Fenton か ら 英国 Butler へ の 草稿 ・ 試 料 送付 
Butler の 執筆 ・ 投 稿 , 雑誌 の 刊行 まで の 各所 要 時 間 を 考え る と , 最初 の リス ト 作 成 は 1876 年 秋 -1877 年 
春 と 見 る の が 妥当 と 思え る . 


(7) リス ト を 構成 する 種 内 容 は 1875-76 年 の 関東 ・ 甲 信越 旅行 の 成果 と 考え て 矛盾 は な い . た だ し 例外 
は [16. エ ゾ シ ロ チ ョ ウ 4po7zg crataegi) で 本 州 に いな い . これ は 誤 同 定か de l'Orza (1869) の 記録 を 引用 
し た も の で ,TOrza は 江崎 (1955a) が 検証 し た よう に ミヤ マシ ロナ チョ ウ 4. 太 ppig の 誤り で ある . Fenton Ò 
の 旅行 は 1875-76 年 と も 7 月 下旬 東京 出発 で で ミヤ マシ ロ チ ョ ウ の 発生 期 に は 遅く , 自ら 採取 の 機会 
は 少な い . SOR, 北海 道 か ら エ ゾ プシ ロ チ ョ ウ を 記録 し た の で (Butler, 1882), Fenton-list に 残っ た と 見 ら 
れる . 


(8) Fenton は (自ら 作成 L, 試料 照合 に 便利 な ) リ スト 番号 を 付 し た 草稿 及び 試料 を 1877 年 初頭 に Butler 
へ 送っ た . 着 々 と 実績 を 積む Fenton を 見 直し 始め て いた Butler は (多分 積極 的 で は な い が ) これ を 受 
け 入 れ , 説明 抜き で 論文 1878) 原稿 に 含め た . 先行 論文 (1877) の 草稿 ・ 試 料 送付 時 [1876 年 初頭 ] に は 
リス ト が 未完 成 で , 番号 は な か っ た と 推定 され る . 


(9) 今日 復元 で きる Fenton-list で は 30 種類 7, 10, 11 な ど ] が 欠番 で ある . これ に は 次 の 理由 が 考え られ 
る . 東京 大 学 標本 に 所 蔵 が な い 種 , 後に 判明 し た 季節 型 な ど synonym だ っ た 種 , 日 本 に 分 布 し な いも 
の が 誤っ て 含ま れ た 種 , な ど . Table 2 の 時 点 で も 未だ 同一 種 の 季節 型 を 6 組合 ん で いる . 


(10) 江崎 (1955c) は 1882 年 作成 と 見 られ る 洋紙 7 枚 の 蝶 目 録 (141 種 ) が 存在 し た こと を 述べ た . 現在 
それ を 見 る こと が 出来 な い が , これ は Fenton-list を Butler (1881a, b) の 知見 な ど で 補 強 し た [改訂 版 ] 
と 思わ れる .1880 年 帰国 し た Fenton 若しくは 石川 が 作成 し , 両者 間 の 共通 認識 と し て 用 いた も の だ ろ 
う . この 目録 に 対す る 江崎 (19550) の 評価 「 正 規 の 出版 物 と は 言い 難い が , 歴史 的 に 注目 すべ きも の | 
iX, それ に 先立つ Fenton-ist に も 与え られ よう . 文書 の 再発 見 を 期待 し た い . 


(11) 以上 の 推測 が 正しけれ ば Fenton-list は Elwes, Pryer 及び Leech よ り 早 く 作 られ た 日 本 産 蝶 頼 の 古 
い カ タロ グ と な る . これ に 先行 する の は Table 3 に 示す Motschulsky, de l'Orza, Murray の リス ト だ が , 
それ ら は 文献 集録 で あり [Murray (1874) ZR] な お か つ 部 分 的 も し く は 多く の 疑問 種 を 含ん で い 
た . 自ら の 調査 結果 に 基 い た ., 信 涯 性 の 高い 内 容 の 日 本 産 門 類 ヵ カタ ログ と し て Fenton-list は 最も 早い 
も の 言え る . Table 3 に 示す 如く その 後 の 10 年 に Elwes, Pryer, Leech ら に よっ て カタ ログ は 次 第 に 充実 
L, 遂に Pryer (1886-89), Leech (1892-94) の 図譜 大 著 の 刊行 に よっ て 一 時 代 の 平衡 に 達し た . 


(12) この Fenton-list (及び その 改訂 版 ) が 有効 で あっ た の は 1880 年 代 ま で と 推察 され る . Gill III 
(1891) が 編集 し た | 帝国 博物 館 天 産 部 物 標本 部 目録 」 は 前 書き に Pryer (1886-89) の 番号 ・ 配 列 順 を 用 
いた と あり ( 若 十 数 字 に 食い 違い が ある が ), 既に その 役割 を 終え ん た こと を 示す . 


(13) Fenton-list 自体 は 公刊 され な か っ た が が, 少な く と も Fenton, 石川 な どの 周辺 で は (英国 で の 需要 を 含 
io) この 数 字 が 指す 日 本 の 蝶 種 名 を 利用 し , 便宜 を 図っ た 時 期 が ある . この 後 , 日 本 の 蝶 同 好 者 は Pryer 
の 図譜 (前 述 ) 刊行 を 承 け 「 本 書 に ある 種類 の 番号 を 暗記 し て 同定 の 助け と し た 」 (江崎 , 1956). 同様 の 
Hl PHH TOAG. Lewis の 日 本 甲虫 目録 [A Catalogue of Coleoptera from the Japanese Archipelago. 
London, 1879 年 . 2227 種 ] T, 同定 な ど に 種 番 号 が 利用 され た (江崎 , 19542). カタ ログ の 編 貸 時 期 は ほぼ 
同じ で ある . 


— (014) 大 英 自 然 史 博 物 館 の Butler 関係 資料 は 整理 され て いな い . 将来 それ を 参照 する こと が 出来 れ ば , 
ここ で 推測 し た Fenton と の 交信 が 検証 で きる 可能 性 を 残す . 


7. そ の 他 の 項目 


(1) 手紙 5 [1884. Jul.] で Fenton は チョ ウ 命 名 体系 の 頻繁 な 変更 を 嘆い て いる . 自ら 記載 に 関わ っ た エゾ 
ヒメ シロ チョ ウ の 属 名 に , 80 年 代 初 頭 に 設立 され た 近 縁 属 Leptosia [Hübner, 1816 クロ テン シロ チョ ウ 
属 ], Leptidea [Billberg, 1820 ヒ メシ ロ チ ョ ウ 属 ], Leucophasia [Stephens, 1827] の 中 か ら 選 ぶ 必 要 が あっ 
た . 当初 Fenton-list 作 成 时 [1876-77] ヒメ シロ チョ ウ に は 原 記載 (Menetries, 1858) 通り Leucophasia 
amurensis を 用 いた . Janson (1878) の L. vibilia 記載 は その 直後 で ある . エゾ ヒメ シロ チョ ウ 記 載 時 
(1881a) は 直前 の 1880 年 に Butler が Nychitona (=Leptosia) niobe [タイ ワン ヒメ シロ チョ ウ の 名 も あっ た 
種 ] を 記載 し た 影響 か Leptosia morsei を あて た . Fenton か ら 見 た 属 間 の 差異 は 微妙 で amurensis, mor- 
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sei, vibilia ら へ の 属 名 適用 は 容易 に 納得 し 難い も の だ っ た の だ ろう . 


石川 は 処女 論文 と し て Pep 太 2 誌 に 蝶 の 慈 型 の 変化 を 報告 し (Ishikawa, 1882: 著者 名 は Charles Ishikawa 
と ある り ), 見 事 な 図 で 正確 に ヒメ シロ と エゾ ヒメ シロ の 特徴 を 捕らえ 2 種 を 区 別 し た (1878 年 Fenton 
か ら 得 た 事実 に よっ て , と 記述 ), その 意味 で 石川 は Fenton が 悩み を 洩 ら す 適役 だ っ た . 現在 3 種 は 全 
て Leptidea 属 に 納まり , 江崎 (1954 の , 猪 又 (2004) は Fenton の 種 識別 が 正しかっ た と 結論 し て いる . プロ 
昆虫 学者 の 「 功 名 争い ?] に 翻弄 され る アマ チュ ア の 悲哀 を 感じ た Fenton だ っ た が , 歴史 の 診断 は アマ 
チュ ア の 判定 に 軍配 を 挙げ た . この 群 の 上 位 体系 は 今 な お 難問 だ GEAR, 2000) と いう . 


(2) 手紙 4 で 石川 に 再 採取 を 依頼 し た クモ は , 図 (Fig. 2) か ら オ ナガ グモ Ariamnes cylindrogaster と 見 ら 
れる . この クモ は Simon (1888) が 横浜 の 試料 に 基づき 新種 記載 し た も の で , 手 紙 4 当時 (1883 年 ) は 未 記 
載 だ っ た . クモ 類 に つい て る も Fenton が 頑 眼 で 未 記載 種 に 注目 し た 可能 性 を 示す . 陸生 プラ ナリ ア は 図 
(Fig. 3) で 種 を 判別 で き な い が , 日 本 産 の 多く の 種 は 既に 解明 され て いた 可能 性 が 高い (Kawakatsu, 
1991). 














ーー 


(3) 手紙 5 の 発信 地 Worthing College (所 在 地 は West Sussex, England) (X は これ まで 知ら れ な い 住 所 で あ 
る . Fenton 23 St. John’s College を 卒業 し (1884 年 6 月 ころ ), 赴任 し た 勤務 校 だ っ た 可能 性 が ある . 手 紙 6 
の Bateman St. Cambridge も 初め て 知ら れる 発信 地 だ が , 1887 年 に 記録 が 残る Fenton, M. A.O 
Cambridge Univ. で の 比較 解剖 学 ・ 実 験 助手 と し て の 勤務 実績 [http//www.cus.cam.ac.uk/-jldl/lists/UD. 
html] と の 対応 が 課題 と な る . 


手紙 1 の 発信 地 Mikuni St. [東京 ・ 三 ( 御 ?) 国 通り ] の 所 在 地 は 不明 で ある . 


(4) 手紙 4.6 に は [Mr. Castle-in-the-rice fields] の 表現 が ある (Fig. 6). これ は Fenton, 石川 に 共通 の 知人 で 
あっ た 田中 舘 愛 橋 の 姓 を 直訳 し た nick name と 推測 する . 田中 舘 に 関し て は 多く の 著作 な ど が 残る が , 
この 呼称 は 今回 初め て 知ら れる も の で ある . 田中 舘 の こと を 手紙 3 で full name, 手紙 7 で Tate と も 表 
現す る が , これ ら は 本 人 宛 の 手紙 に も 使わ れ た (松浦 ほか , 2005). [Mr. Castle-in-the-rice fields] の 呼称 を 
直接 本 人 に 用 いた か は 不明 だ が , [田んぼ の 中 の お 城 君 ] と か ら か い 気 味 の 表 現 と 読め る . 


(5) 手紙 1 と 6 [2 ヶ所 ] に は Japs ある い は Jap の 表現 が ある . Oxford English Dictionary [2nd Ed.] に よ れ ば 
口語 で の 使用 に は 1880 年 の 記録 が ある ( 例 : Jap silk= 羽 二 重 ), これ が 茂 称 と し て 使わ れ た 早い 記録 は 
1921 年 に ある . 今回 の 手紙 は 1880 年 代 に 教養 ある 英国 人 が この 語 を 日 本 人 に 対し 直接 用 いる こと を 
憶 ら な か っ た 例 を 示す . 


(6) 手紙 T Fenton が 自分 の 足袋 の サイ ズ を 12 文 半 と 書い た . Fenton に 関し て は 座っ た 写真 し か 残さ れ 
て いな い が , 体格 は 平均 的 英国 人 程度 の 身長 で あっ た と 思わ れる 


(7) 文中 各所 に 度々 登場 する Elwes, H. J. 7; ど 大 英 自 然 史 博物 館 関係 者 と の 交渉 , 同 館 と Fenton と の 関 
係 な ど に つい て は 稿 を 改め て 考察 する 予定 で ある . 
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Appendix 1. Seven letters from M. A. Fenton to C. Ishikawa. [Coll. Univ. Museum Tokyo Univ., excpt. No.3] 


| : end of page 人 : insertion Sentences end as in the original. 


No.1 30 Mikuni St. 
June 8th 1878 


Japs. I think you 
know my size. 


104d, 104b, 104c, 105b,105a,109a, 
Anops 85, Thecla 95a, 92a, 98c, T. 


Dear Ishikawa My tabe are jiu ni Jonasi, Leucophasia vibilia, L.21a, 
Are the drying mon han. Pamphila Rikuchina, Pyrgus Inachus, 
for plants Yours 126, Cyclopides ornatus &c with 

boards /\ finished yet, Montague Fenton | 2 anything new you have to spare. I 

and is the paper shall be able to buy them from him, 

bought? No.2 Doncaster but I have great difficulty in selling 
I advise you to July 18th 1880. the commoner things, as so many 
have some pairs of My dear Ishikawa have been sold already” He also ad- 


tsumago made for 
yourself, as we may 
have some working 

to do, in the long grass 
which is always very 
wet with dew early 

in the morning. 

I should like to you 
to have some made 
for me, but without 
the division for the 
hallus, as worn by 


I went to London a few days 
ago to see the man whom I 
thought was likely to buy some 
of your things. He said “af Mr 
Ishikawa will send some of the 
more uncommon things, such as 
Euripus Charondas, Neptis excellens 
N. Ludmilla, Dichorragia Nesimachus, 
Araschnia obscura, Neope Fentoni, 
Coenonympha annulifer, Pararge 
achinoides, Melitaea Scotosia & 
Niphanda 103a, Lycaena micrargus, 


vises you to send in alcohol whatev- 
er beetles, flies, |1 
hemipters, hymenopts, you come 
across in your travels, as he will be 
able to sell such things more easily. I 
will forward the things to him when 
they arrive & send you back a 

Post office order for the value. I will 
make him give me as good a price 

as possible for you. What kind 

of trip did you have to Fujisan in 

the spring vacation? I often wish 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


334 


I could take another tour with you. 
I look back upon my rambles with 
the greatest pleasure. The weather in 
England is dreadful now. Nothing 
but thunderstorms. The country is all 
flooded. I shall look forward to 
receiving letters from you, stating 
how you are getting on in your stud- 
ies & every thing about yourself, rel- 
atives friends & the University. I in- 
close this in my letter to the 
President. Remember me kindly to 
Prof.Whitman & tell him that the 
colleges & high schools here are be- 
hind hand in Zoology Physiology &c 
and that in older to get any teaching 
in those subjects I must either return 
to Japan or else go to America, re- 
member me also th Mr Tanakatate & 
family. 
I am 
Yours sincerely 
Montague Fenton 


[In a separate piece of paper] 

My collection arrived in beautiful 
condition, no mould, no fracture in 
the glass tops of the hikidashi, and 
only about half a dozen insects with 
antenna or bodies broken off, which 
however I mended in a few minutes. 
The writings &c that your father 
kindly gave me, are much admired 
by my friends here. 


No.3 [cited from Esaki (1955a, の )] 


Oct. 18th 1883 
Cambridge 
k 
“Scolitantides sedi $-(104c). 
Kuramatsunai, Shiribets. You have 
not this, I caught only 1 specimen 
near the place the Erebia was 
caught." 
--Also to any of my former 
--who remember me. 
--st now conclude as I have 
--the end of my sheet & my 
--of my spare time. 
I remain, your old friend, 

---tterfly hunter. 

M.A.Fenton 


中 村 和 夫 
No.4 12 Sussex St. 
Camb. 
Nov 26th 1883 
My dear Ishikawa 
I have asked Mr 


Castle-in-the-rice fields 
to kindly give you this 
note. 

When you send the 
seeds, will you please 
give the Japanese names 
as well as the Botanical 
ones. 

I wish you would 
send, if you are able to 

or many 
procure one /\, that spider 
with the elongated abdomen 
[Fig.2] which we 
caught at Koganenohara, 
because I have unfor 
tunately lost my specimen. 

Do you think you 
could find any more of 
those land planarians 
[Fig.3] from 
under those logs in the 
gardens of Fukiage. 

They could come here 
in a small bottle, that 
would not, on account of 
its small size, be dis 
-covered in the post office. 

The best way for pre 
-serving such things is 
putting them to drown in 
boiled water(become cold). 

When drowned in an 
expanded state, place 
in 30% alcohol for a few 
hours, then 50%, 75% & 
lastly 90%. They are then 
sufficiently hardened for 
making sections of. 

I supposed nothing 
has been seen of that 
extraodinary beast we 
saw at Zenibako 
(Hokkaido). I have 
never been able to ac 
-count for it. 

Have you any notes 
or drawings of Crypto 


] 1 


]2 


branchus (Sanshowuo) 
you could sent? 

Will you kindly re 
-member me to Prof. 
Mitsukuri. 

I heard some time ago 
that Prof. Whitman 
had married 

I must now close 
the letter as it is 
getting late. 

Sayo-nara 
M.A. Fenton 





No.5 Worthing College 
9/7/84 

My dear Ishikawa 

The seeds arrived to 
hand, though the boxes 
were all smashed & 18 
of the 100 packets were 
lost. I have tried them 
in various places in Eng 
land & 3/4 of them were 
sound, but the rest are 
infertile. I am very 
much obliged indeed to 
you for them & the 
great trouble you must J 
have been put to in 
collecting them. There 
are, however, about 
a dozen or so that I 
should have liked to 
see included among 
them. When I return 
to Cambrige I will 
give you the names 
of them. There is 
also some informa 
-tion about Japanese 
butterflies which I 
cannot give you till 
I return there. 

There is sadly too 
much changing in the +2 
nomenclature of Nat 
-ural history specimens. 
I should use either 
Leucophasia or Leptosia 
for the species morsei 
vibilia, amurensis &c 
it would make no 
difference, as any 
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Entomologist would 
clearly understand either 
generic name. 

not 

P. maackii is /\ syno 

-nymous with P. dehaani. 
I thought that the 

Limenitis you mentioned 

in your letter, was an 

Apatura. The Thais you ]3 

mention in your last 

letter, I think, is not 

a true one, but belongs 

to the genus Luehdorfia. 

(L. puziloi) 

Elwes has written a 
paper showing that the 
secondary copulatory 
apparatus does not exist 
until the time for cop 
-ulation, likewise that 
of the genus Parnassius. 
I wish you could cor 
-roborate his observations 
by breeding P. 
glacialis. It seemes to me 
extraordinary that the 
chitinous structure should 
not exist at the time of ] 4 
emerging from the 
chrysalis. 

Mr. Elwes, in reply 
to a letter of mine, says 
he will be glad to send to 
you any work on 
classification &c in ex 
-change for Jap. Rhopalo 
-cera. I inclose a list 
of things that he has 
written that he requires. 
He has been in Russia 
for some time & I have 
been waiting until he 
returned to ask him 
about this matter & this 
is the reason I have de 
layed so long in writing to ]5 
thank you for the seeds. 

I shall be very glad 
to receive any thing new 
or rare, and when you 
send them, you can send 
with them those you have 
for Elwes. They will all 
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come together nicely in 
a tin box without damage 
or much expense. Please 
give the date of capture, 
locality, & any other piece 
of information concerning 
them you like. Be careful 
to keep the mites from them 
& not to crush the bodies. 
The triangular envelope is 
as good a form as any to 
put each in, but only place | 6 
one specimen in one en 
velope. The book you ask 
for will not give you 
much information about 
‘generic character’. It is no 
use except as a catalogue 
to give reference. How 
ever, if you still wish to 
have it, I will ask Elwes 
to include it amongst any 
other books he has to ex 
-change with you for insects. 
I am very glad to hear the 
Takisaki railroad will be 
opened so soon, as you 
will be able to take advantage 
of it, to speedily escape from 
Tokio into the mountains in 
half a day. Cholera is now 
very bad in Europe & is in 
-creasing. I hope you are ]7 
well & strong. I have not 
been very well lately. I 
don’t think England suits 
my health so well as Japan. 
I paid a visit a few 
weeks ago to Mr. Oyama 
the Minister of War. He 
asked if I would take young 
Mr. Ito, who is going to study 
Biology at Cambridge, as a 
private pupil. I should 
very much like to have another 
you 
trip with ^ in old Japan. I 
will write again soon. Give 
my kind remembrance to all 
my Japanese friends & believe 
me to remain 


Yours very truely 
M.A.Fenton 
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P.S. I inclose a Post office Order 
particulars about which are written 
on an accompanying piece of paper 


| 8 





No.6 36 Bateman St. 
Cambridge 
Mar 8th / 85 

My dear Ishikawa 

I was very glad 
to hear from you. 

We received news 
from Japan about Xmas 
time that a destructure 
earthquake had visited 
Japan, costing the lives of 
3000 poeple, and not 
knowing what part of 
your country had suffered 
(if the news be true) I wa 
a little anxious about my ]1 
Japanese friends. 

Isee that you do not 
mention such a calamity 
in your letter. Earthquakes 
are becoming frequent & 
dangerous. Strong shocks 
have lately taken place in 
Spain, France, Italy Austria 
England & United Staes of 
America, Central America 
New Zealand & many more 
places. You will have 
seen in the newspapers 
what a bad state England 
is in, owing to the Mal- 
-administration on the part 
of the present goverment. 

It is time our Prime 
minister was dismissed i5 
for he has already dis 
-graced England many times 
& will, if he remains in 
office, continue to disgrace 
her. 

Tam much obliged to 
you for your kind offer 
concerning the Irids and 
other seeds of plants. I shall 
look forward to their arrival. 

Irather like the idea 
of writing the sound of Jap. 
words in Roman letters. 

It will be a great saving 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


336 


of time & that is important 
when so many useful and 
neccesary things have to be 
learned. 

I suppose the develop 
-ment of the mud turtle (Trionyx)] 3 
will be very interesting 
but not differing materially 
from other Chelonians. Have 
you seen L. Agassiz’ paper 
on the ‘Embryology of the two Turtle 
in the 2nd Vol. 1857 of ‘Contribu 
-tions to the Natural History of 
the United States’, or that of 
W.K.Parker ‘On the development 
of the skull & nerves of Green 


* 


Turtle’ in the Proceedings of the 
Royal Society 28th Vol 1879, or 
in ‘Nature’ April 14, 1879, or in 
Reports of Challenger 1st Vol 1880. 
You do not say in what 
manner I have changed in 
my photos, whether I look older 
& more serious, fatter, more 
wicked, or the reverse to these. 
There is no possibility of 
my returning to Japan unless | 4 
with a prospect of having 
some work to do, though I 
should much like to see the 
dear old country again. 
There are some things 
that are not easily for 
-gotten, such as a fall 
down a snow-water gully 
on Koma-ga-dake, coming 
down the side of Bandai 
among the rocks and wild 
tough views, sugaring in 
the rain, with no results, 
at Sapporo, besides num 
-erous experiences when 
travelling with Tate, which 
he, no doubt, remembers as 
well as I do. 
I hope by this time that 
the good working of 15 
Mr Castle-in-the-rice fields 
has been recognized by being 
rewarded with the post of 


中 村 和 夫 


Demonstrator in Physics in 
the Imperial University of 
Tokio. 

Iam going to examine 
a large number of medicos 
& young scientists next week. 
It is rather monotonous 
work. 

I went to see the Jap. 
village at Knightsbridge, London 
a few days ago, but I did 
not think it was very good. 

The things that chiefly re 
-minded me of Japan, was 
the sound of the Samesen. 

I hear that Mr. Mitsukuri 16 
has been in England lately, 
is it true? Remember me 
kindly to him, also to the 
President, Vice President, 

Mr. Mori, & all friends. 

Please do not put either 
Esquire or B.A. when you 
address an envelope to me. 

Many thanks for the 
little book you have sent. 

It has not yet arrived 
but I supposed it will come 
soon. 

I hope you will be 
successful in your Insect tour 
this year. Mr. Elwes and 
Mr Butler of the South Kensing 
ton Nat. Hist. Museum, were | 7 
asking me the other day 
if you had captured any 
uniques lately. 

I will write again 
when the seeds arrive. 

I remain 

Yours very Sincerely 

Montague A.Fenton 
Ishikawa C. Esq. 18 





No.7 122 Sinclair Rd 

West Kensington Pk 
W 

June 28th 1888 

My dear Ishikawa 


Many thanks for your 


post card. 
I was unable to write 
to you since you left 
Japan, not knowing your 
address. 
I am glad to hear 
that you are so well, 
as for myself I can ]1 
only say that I am 
fairly well. Cam 
-bridge does not suit 
my health, in fact, 
I never do feel as 
well as when I 
resided in Japan. 
I am truly glad 
to hear of your 
intended visit to 
England & I hope 
I shall not be 
disappointed. ]2 
I have not yet had 
the pleasure of seeing 
our old friend Tate 
but when he wrote 
to me last, he said 
he would probably 
see me this summer. 
I suppose it will 
not be long before 
you return to your 
country. I should 
like extremely to see 
dear old Japan again. ]3 
I have seen several 
of my former pupils 
since I went to 
Cambridge & I have 
always the satisfaction 
of knowing that they 
have not forgotton 
me. 
I hope you receive 
good accounts from 
your mother & sister, 
I remain 
Your sincere friend 
M.A.Fenton 
Your postcard had 6 addresses on 
it. l4 
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手紙 1 

三 [ 御 31 国 通り 30 

1878 年 6 月 8 日 

親愛 な る 石川 君 

植物 の 乾燥 用 板 は も う 使い 終 
り , その 用 紙 は 購入 し まし た か ? 

貴方 に 自分 用 に 爪 子 を いく 
つか 用 意 す る こと を 勧め ます . 
何時 も 早朝 に は 露 で 大 変 湿っ 
TWA, 丈 の 高い 草 の 中 で 我々 
は 何 か 仕事 す る こと に な り そ う 
で すか ら . 

私 の 為 に も いく つか 用 意 し て 
ほし い の で す が , 日 本 人 が 履く 
よう な 親指 の 分 か れ た も の で な 
い の を お 願い し ます . 私 の 寸法 
を 知っ て ます ね . MOERIH 
二 文 半 で す . 

敬具 

モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 





手紙 2 

ドン カス ター 

1880 年 7 月 18 日 

私 の 親愛 な る 石川 君 

数 日 前 , 私 は 貴方 の 物 を 買っ 
て くれ る と 思う 人 に 会 い に ロ ン 
ドン に 行き まし た . 

彼 は こう 言っ て いま す . 
[石川 さん が も っ と 珍し いも の 
を 送っ て くれ れ ば 買お うと 思い 
ます . 例 えば オオ ムラ サキ , ミス 
ジ チ ョ ウ , フタ スジ チョ ウ , スミ 
ナガ シ , サカ ハ チチ ョ ウ , キ マダ 
ラ モ ド キ , ヒメ ヒ カ ゲ , ウラ ジャ 
ノ メ , ヒョウ モン モドキ , クロ シ 
ジミ , 103a, ヒメ シジミ , 104d, 
104b 104c, 105b, 105a, 109a, '7 
ラ ギ ン シ ジ ミ , シジミ 95a。 92a, 
985 ム モ ン ア カシ ジミ , CRY 
ロ チ ョ ウ ,L.21a, ヒメ キマ ダラ 
セセリ , チャ マダ ラ セ セ リ , ギン 
イチ モン ジ セ セリ な ど , 及び 何 
か 貴方 が 分 譲 し よう と する 新 し 
いも の . 

私 は これ ら な ら 彼 か ら 買 お う 
と 思い ます が , 普通 種 は 既に 沢 
山 売 れ た の で 売る の は 困難 で す 」 

彼 は また 貴方 が 旅行 中 に 出 
会 う どん な 甲虫 , ハエ , カメ ムシ , 
ハチ で も アル コー ル 液 浸 で 送っ 
て くれ れ ば 容易 に 売れ る , LA 





め て いま す . 到着 すれ ば 私 が 彼 


M.A. フ ェ ン トン 











に 転送 し 価格 の 郵便 小 為 准 を 貴 
方 に 送り ます . 彼 が 出来 る だ け 
よい 値段 を 寄 越 す よ うに し ます . 

春休み 富士 山 へ の 旅行 は ど 
う で し た か ? 

私 は 貴方 と また 旅行 で きた ら 
と 度々 思い ます . あちこち を 歩 
いた だ こと を 楽し く 思 い 出 し ます . 
今 ご ろ 英 国 の 天候 は 最悪 で す . 
雷雨 ば か り で 国 中 水浸し で す . 
研究 は どう な っ て いる か , 貴方 
自身 や 親類 , 友達 , 大 学 に 関し 
て , 何で も 知ら せる 貴方 の 便り 
を 待ち わび て いま す . 

この 手紙 は 総長 へ の 手紙 に 
同封 し ます . ホイ ッ ト マ ン 教 授 
に 宜しく 伝え , ここ の 大 学 や 高 
校 は 動物 学 , 生理 学 な ど で 遅 れ 
て 居り , これ ら の 科目 で 何 か 教 
える こと を 得る に は 私 は 日 本 に 
戻る か , さも な くば 米国 に 行く 
し か な い , と 伝言 し て くだ さい . 
HHE E ORPRIC OBL. 

貴方 の 親愛 な る 

モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 





【 別 紙 】 
私 の 葛 集 物 は 見 事 な 状態 で 
到着 し まし た . 


カビ も 生え て いま せん し , 引 
き 出 し の 上 面 ガ ラス も 破損 し て 
いま せん . 半 ダー ス く らい の 昆 
虫 の 触角 か 体 が 破損 し て いま し 
た が , 短 時 間 で 修復 で きま し た . 
貴方 の 父上 が ご 親切 に 私 に 下 
さっ た 書 な ど を 友人 た ち が す ご 
く 感 心して いま す . 








手紙 3 

REU 1955a, b 2^ Ò X 8] 
1883 年 10 H 18 H 

qu Le 

aT ees $1040). 
黒松 内 , 尻別 
貴方 は これ を 持っ て いな い が 
私 は ベニ ヒ カ ゲ を 採っ た 近所 で 
1 頭 だ け 採り まし た . 

貴方 の 昔 か ら の 友達 で , Wey 
人 の 


手紙 4 

サセックス 通り 12 

ケン ブリッ プ ジ 

1883 年 11 月 26 日 

親愛 な る 石川 君 

この 書き 付け は 田中 舘 君 に 足 
方 に 渡し て くれ る よう 頼み ます . 

種子 を 送っ て くだ さる 時 は 植 
物 名 と 一 緒 に 日 本 名 を 付け て 
くだ さる と 幸い で す . 

も し 入手 で きれ ば 我々 が 小金 
原 で 捕 ら ちえ た 腹部 の 長い クモ 
[Fig.2] を 1 匹 ま た は も っ と 送っ 
て 欲し い の で す . 残念 な こと に 
私 の 標本 は 失っ て し まっ た の で . 

吹上 御苑 で 例 の 丸太 の 下 に 
いた 陸生 プラ ナリ ア [Fig.3] を 
も っ と 見 つけ られ ます か ? 

こっ ち へ 送っ て くれ る 時 は 小 
形 で 郵便 局 が 気づか な い 程 度 
の 小瓶 に 入れ て . 

こう いう も の を 保存 する 時 の 
最良 の 方 法 は 冷め た 沸騰 水中 
に 浸し ます . 水 に 浸し て 拡がっ 
た 状態 に な っ た ら 30% ア ルコ 
ー ル 中 に 数 時 間 置 きま . それ か ら 
50%, 75%, 最後 は 90% に 移し ま 
す . これ で 十分 固く な り , BE 
を 作る こと が 出来 ます . 

我々 が 銭函 (北海道) で 見 た 
凄い 野獣 ほど の も の を 見 た こと 
が あり ませ ん . あれ に 匹敵 する 
も の は あり ませ ん . 

Cryptobranchus (サン ショ ウ 
73) の 記録 か 図 で , So CH 
える の は あり ませ ん か ? 

箕作 教授 に 宜しく お 伝え く 
だ さい . 

ホイ ッ ト マ ン 教 授 が 結婚 し た 
と 少し 前 に 聴き まし た . 遅い 時 
間 に な っ た の で この 辺 で この 手 
紙 は 終わ り 9 に し ます . 

さよ うな ら 

M.A. ブ フェ ント ン 


手紙 5 
ウォ ー シ ン グ 大 学 
1884 年 7 月 9 日 


親愛 な る 石川 者 
種子 が 手 に 入り まし た が , 箱 
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は 全て 壊れ て いて 100 包 の 内 , 
18 が 無く な っ て いま し た . 英国 
の いろ ん な 場所 で 試し て み ま し 
た ら 34 は 無事 で し た が , 残り 
は 育ち ませ ん で し た . 
貴方 に は これ に つい て 大 変 な 
世話 に な り ま し た し , 集め る の 
も 大 座 だ っ た で し ょ う . し か し 
約 1 ダ ー ス 位 ど うし て も 見 た か 
っ た も の が この 中 に あり ます . 
ケン ブリ ッ ジ に 戻っ た ら そ れ ら 
の 名 前 を 報せ ます . また 日 本 の 
蝶 に 関す る 情報 $ 少 し あり ます 
が , 戻っ て か ら で な いと 報せ ら 
れ ま せん . 
博物 学 標本 の 学名 の 変更 が 
悲し い 程 沢山 あり ます . エゾ ヒ 
メシ ロナ ョ ウ や ヒメ シロ チョ ウ 
な ど [の 属 名 ] は Leucophasia な 
の か Leptosia か , 多分 どっ ち を 
使 お う が 大 き な 違 い は な い の で 
T. 昆虫 学者 は 皆 び どっ ちの 属 名 
も 明確 に 理解 し て いな い の で . 
ミヤ マカ ラス アゲ ハ は カラ ス ア 
ゲハ と 同種 で は あり ませ ん . B 
方 が 手紙 で 言う Limenitis は 
Apatura だ と 思い ます . 前 の 手紙 
CHAD Thais と 言っ た の は , 
私 は そう で は な く て Luehdorfia 
属 (L. puziloi) だ と 思い ます . 
Elwes (i [Luehdorfia D] 二 次 
的 な 交尾 器官 は Parnassius 属 の 
よう に , 交尾 の 時 まで は 存在 し 
な いと 論文 に 書い て いま す . HR 
方 が ウス バシ ロ チ ョ ウ を 飼育 し 
て 彼 の 観察 を 確か め る こと を 願 
っ て ます -. 遇 から 羽化 する 時 に 
存在 し な い キ チン 質 の 構造 と 言 
う の は 私 に は 例外 的 な こと と 思 
ます 
Elwes 氏 は 私 の 手紙 へ の 返事 
C, 日 本 の 蝶 と 交換 に 喜ん で 貴 
方 に 分 類 な どの 論文 を 送る と 言 
っ て いま す . 彼 が 必要 と する も 
の を 書い た リス ト を 同封 し ます . 
彼 が し ば らく ロシア に 行っ て 
いた の で , この 件 な ど に つい で 
尋ね る の に 帰っ て くる の を 待っ 
て いま し た . 種子 に つい て 貴方 
に お 礼 の 手紙 を 書く の が こん な 
に 遅れ た の も この 為 で す . 
何 か 新 し いも の や 珍し いも の 
を 受け 取る の を 楽し み に し て い 
ます . も し それ ら を 送れ る と き 





























中 村 和 夫 


は Elwes へ の も の も 一 緒 に 送っ 
て くだ さい . ブリ キ 向 に 入れ て 
送れ ば 壊れ も せ ず , 余り お 人 金 も 
か か ら ず 一 緒 に きち ん と 着く 思 
WET. どう か 採集 の 日 付 , 場所 , 
その 他 そ れ に 関す る どん な 避 細 
な 情報 で も 付け て くだ さい . ダ 
ニ が いた ら 除 くけ れ ど , KEG 
つけ な いよ う 注 意 し て くだ さい . 
三角 紙 包 み は 何 で も 入れ る 
の に 良い 方 式 で す が , 一 包み に 
一 匹 だ け 入 れ て くだ さい . BH 
が 頼ん だ 本 は 「 属 の 特徴 」 に つい 
て 何 も 情 報 を 与え て くれ な いで 
LED. 文献 の カタ ログ と し て 
の 意味 し か な い の で す . 

それ で も 貴方 が 希望 する の な 
D Elwes に 足 方 の 昆虫 と 交換 に 
他 の 本 と 一 緒 に 送る よう 頼み ま 
*. 








高崎 へ の 鉄道 が まもなく 開通 
する と 聴い て 大 変 嬉し く 思 っ て 
いま す . 便利 に な っ て 東京 を 抜 
け だ し 山岳 地帯 まで 半日 以内 
で 行け る よう に な る で し ょ う . 

ヨー ロッ パ で は コレ ラ が 非常 
に 流行 っ て いて 増加 し つつ あり 
ます . 貴方 が 無事 で 元気 な こと 
を 願っ て いま す . 私 は 最近 あま 

り 調 子 が よく あり ませ ん . 英国 
は 日 本 ほど に は 私 の 健康 に 合っ 
て いな いと 思い ます . 

数 週間 前 , 陸軍 大 臣 大 山 氏 を 
訪ね まし た . 彼 は ケン ブリ ッ ジ 
で 生物 学 を 学ば ぼう と し て いる 若 
い 伊 藤 氏 を 家庭 教師 と し て 見 て 
くれ な いか , と 私 に 頼み まし た . 

貴方 と また 懐か し い 日 本 を 旅 
し て 見 た いと つく づく 思い ます . 
また すぐ 便り を し ます . どう か 
私 の 日 本 の 友達 全て に 宜しく 
伝え で て で ください. 

変わ ら ず 貴方 の 

M.A. フ ェ ン トン 

追伸 郵便 小 為 准 を 同封 し , 





思い ます . 

日 本 か ら ク リス マス 綿 に 壊滅 
的 な 地震 が あっ て , 3000 人 も の 
人 命 が 犠 牲 に な っ た , と いう ニ 
ュー ス を 聴き まし た が , 日 本 の 
何 娘 か 判り ませ ん (ニュ ー ス が 
本 当 と し て ). 私 の 友人 達 の こと 
を 少々 心配 し て いま す . 

貴方 は 手紙 で 災害 の こと を 
何 も 触 れ て いま せん . 地震 は 
益々 頻繁 で 危険 に な っ て いま す . 
最近 も スペ イン , フラ ンス , イタ 
リー, オー スト リア , 英国 , 米谷 
RE, 中 央 アメ リカ , ニュ ー ジ 
ー ラ ンド な ども っ と 多く の 各国 
で 強い 衝撃 が 起こ り ま し た . X 
国 が 現 政 府 の 一 部 の 失政 に よ 
っ て どん な に 悪い 状態 に ある 
か , 新聞 で ご 承知 と 思い ます . 

今や 我 が 首 相 は 彼 が 英国 の 
名 を 何 度 も 辱め た こと で 退陣 す 
べき 時 で す が , 彼 は 官邸 に 残っ 
た と し て も 国 を 辱め 続け る で し 
ik). 

貴方 か ら ア ヤメ や 他 の 植物 種 
子 の ご 提供 を 大 変 有 り 難 < く 思い 
ます . 到着 を 心待ち し て いま す . 

日 本 語 の 発音 を ロー マ 字 で 
書い て 下さ る 和 案 が 好い と 私 は 思 
いま す . そう し て いた だ ける と 
と て も 時 間 の 節約 に な り ま す 
L, 多く の 有益 で 必要 な こと を 
学ば ね ば な ら な い 時 に 重要 で す . 

スッ ポン (7rionynx) の 発生 は 
非常 に 興味 深い と 思い ます が , 
他 の 亀 類 と 実質 的 に 違い が な 
い の で は な いか と 思い ます . 
L.Agassiz 氏 の 論文 12 種 の 亀 の 
膝 発 生 ] 米国 自然 史紀 要 2 巻 
1857 年 や W.K.Parker 氏 の 「 緑 
亀 の 頭蓋 と 神経 の 発生 | 王室 紀 
要 28 号 1879 年 又は Nature 誌 
1879 年 4 月 14 日 号 . チャレンジ 
ャ ー 号 報告 1 巻 1880 年 を 読み 
まし な たか? 

















その 詳細 は 付随 する 紙片 に 書 
いて あり ます . 


手紙 6 
ベイ トマ ン 通 り 36 
ゲッ ジグ リッジ 
1885423 H 8 H 
PAE Ze A AIF 
お 便り を 頂い て と て も 嬉し く 


貴方 は 写真 の 私 が | どん な 風 
に 」 変 わっ た か 手紙 に 書い て 居 
ませ ん . 年 取っ た , 深刻 そう だ, 
肥 っ た, 意地悪 そ を うだ, 若 し く 
は それ ら と 逆 な ど . 

何 か 仕事 の 見 通し が な い 限 
り 私 が 再び 日 本 に 帰る 可能 性 
は あり ませ ん . 勿論 懐か し い 古 
い 国 を また 見 た い の は 山々 で す 
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が . 

忘れ が た いも の と し て は , B 
ヶ 后 の 雪 と 水 の 渓谷 を 落ち る 
i, 盤 柳 山 山腹 の 岩 と 野生 的 な 
眺め の 中 を 下っ た こと , 札幌 で 
雨 の 中 糖蜜 採集 を し , 無 収穫 に 
終わ っ た こと , Wr s APA 
と 旅行 し た 折 の 数 知れ な い 経 験 
な ど , 疑い も ゃ なく 彼 も 私 と 同じ 





M. A. Fenton か ら 石 川 千代 松 へ の 手紙 


Esquire, B.A. を 付け な いで くだ 
さい . 私 に 送っ て 下さ っ た だ たとい 
う 小 さ な 本 を あり が と う . まだ 
届き ませ ん が , も うす ぐ で し ょ 
う . 

今年 の 昆虫 旅行 が 成功 し ま 
す よ うに . 先 日 , 南 ケン ジン トン 
大 英 自 然 史 博物 館 の Elwes K, 
Butler lc, も し 貴方 が 最近 何 
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ん . 実際 ケン ブリ ッ ジ は 私 の 健 
康 に 合っ て いな いよ う で す . 日 
本 に 住ん で いた 時 程 具 合 よ く あ 
り ま せん . 

貴方 が 英国 を 訪問 する 予定 
と 聴い て 本 当 に 嬉し く 思 っ て い 
EF. どう か 私 を が っ か りさ せ 
な いで 下さ い . 

我々 の 古い 友人 , APRA UC 








よう に 覚 そ を で いる で し ょ う 。 か 珍し いも の を 捕まえ て いた ら , 会 う 機 会 を まだ も て な い の で す 
今頃 は 田中 舘 君 の いい 仕事 と 頼ま れ て いま す . が , 彼 は 前 回 の 手紙 で この 夏 き 

が 認め られ て 東京 帝 大 物理 の 種子 が 到着 し た ら ま た お 便り っ と 私 に 会 い に 来る と 言っ て き 

実験 助手 の 職 が 丁 わ れる こと を LET. まし た . 

願っ て いま す . いつ も の よう に 貴方 の 貴方 が 国 に 帰る の も そう 遠く 
私 は 来週 多数 の 医学 生 と 若 ^ モン タ ギ ュ A. フ ェ ン トン — ない でしょ う . 懐 か し い 昔 の 日 

い 科 学者 た ちの 試験 を し よう と 石川 千代 松 欄 本 を 再度 見 た いも る の だ と つく づ 
し て 居 ま す . ちょ っ と 退屈 な 仕 く 思 いま す . 

事 で す が . 手紙 7 ケン ブリ ッ ジ に 行っ た の で 


数 日 前 , ロン ドン の ナイ ツブ シン クレ ア 通 り 122 
リッ ジ に 日 本 村 を 見 に 行き まし 西 ケ ンジ ント ン 公 園 
た が , よい 出来 に は 思え ませ ん . W 


以前 の 学生 に 何人 も 会 いま し 
た . 何時 も 彼ら が 私 の こと を 忘 
れ て いな いこ と を 知っ て と て も 








私 が 主 に 日 本 を 思い 出す の は 三 18884£ 6 H 28 日 満足 し て いま す . 
味 線 の 音色 で す . WER AD BNA 貴方 が 母上 や 姉妹 か ら 十 分 


箕作 教授 が 最近 英国 に こ 来 ら 
れ た と 聴き まし た が ,. 本 当 で ず 


ハガキ を どう も あり が と う . な 計算 書 を 受け 取れ ます よう 
貴方 が 日 本 を 離れ た の で 住 K. 

か ? 彼 , 総長 , MEAR, FRSA, POH OT, 便り を 出せ な いで 貴方 の 親愛 な る 
全て の 友人 に 宜しく お 伝え 下さ 居 ま し た . M.A. フ ェ ン トン 

い . お 元気 と の こと 何より で す . 貴方 の ハガキ に は 6 枚 も 住所 
私 に 下さ る 封筒 の 上 書き に 私 は か な り 良 いと し か 言え ませ 「 票 ] が 付い て いま し た . 





























Summary 


1. Recent contributions to knowledge about M. A. Fenton, a pioneer lepidopterist in the Meiji era of Japan, 
were made by the finding of 22 letters sent from Fenton to A. Tanakadate, one of the English students of 
Fenton (Matsuda & Nakamura, 2005). C. Ishikawa, also a student of Fenton, also left several letters received 
from Fenton. The letters are preserved in the University of Tokyo, where Ishikawa’s office was situated. 


2. Fenton introduced Ishikawa to modern entomology. Ishikawa later became a Professor of Zoology in the 
University, and the preserved letters include many biological and entomological topics of historical interest. 


3. Ishikawa was a good partner for Fenton to ask the products of Japan, which were hard to get in England. 
Returning to England in 1880, Fenton asked Ishikawa for various biomaterials in the letters, i. e. plant seeds, 
spiders, land planarians and butterflies. Fenton transferred insect samples from Ishikawa to English customers 
on request and charged. 


4. Ishikawa sent newly captured, unknown butterfly specimens to Fenton in England, asking for their identifi- 
cation. In his reply, dated September 1884, Fenton gave his judgment on the sample as “not Thais, but 
Luehdorfia (L. puziloi)". In the spring of 1883, Y. Nawa had found Luehdorfia specimens from Gifu for the 
first time on the Japanese mainland. It had been recorded that Nawa asked Ishikawa to identify the newly col- 
lected specimen and that Ishikawa had replied that “they belong to very rare species”. However, the subse- 


quent fate of the specimen was unclear. 


5. From the newly found letter above, it is evident that Fenton in England participated in the Luehdorfia 
identification through Ishikawa. Just at the time when H. Leech described Luehdorfia japonica as a species 
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new to science in 1889, Nawa reported a record of the species in Japan using the name of L. puziloi, the first 
use of this name by a Japanese entomologist. The role of Fenton in the history of the use of the name 
Luehdorfia was hitherto completely unknown. 


6. For the convenience of mutual communication between Fenton and Ishikawa, it is presumed that, there 
must have been a catalogue of Japanese butteflies having sequential numbers, part of which was printed in the 
report of Butler (1878) and in letter No. 2. The estimated period of the list compilation can be deduced from 
related events, between the autumn of 1876 and the spring of 1877. 


7. Surviving documents using the same corresponding numerals for each butterfly species permit restoration 
of the list [named Fenton-list] composed of 127 species. It may be the oldest catalogue of Japanese 
Rhopalocera with a careful compilation reflecting extensive fieldwork. The Fenton list was the leading cata- 
logue, prior to succeeding contributions made by Pryer and Leech. 


8. In the letter No. 5, Fenton complained about the nomenclature system of Leptosia or allied genera. As an 
amateur entomologist, Fenton deplored the complex butterfly descriptions used by the professional entomolo- 
gists at that period. Later history proved Fenton’s judgment on the problem was correct. 


9. A nickname was devised by them for their friend A.Tanakadate as “Mr. Castle-in-the-rice field" translating 
his family name literally. It can be inferred from the expression that intimate and joking relationships existed 
among them. 


10. The words “Jap” and “Japs” appear in letters 1 & 6. Those expressions may well not have had a derogato- 
ry connotation in 1880, as a cultured gentleman used the word without hesitation in the letters. 
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